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  第１章 目を開かれた者


  
    そのとき、主がバラムの目を開かれたので、彼は主の使いが道に立っているのを見た。（民数記二二・三一）

    

    ベオルの子バラム、目を開かれた者、（中略）倒れて目を開かれた者が言う。（民数記二四・三～四、改訂訳欄外）

    

    それから彼らはエリコに来た。彼が弟子たちと大勢の群衆と共に、エリコから出て行かれた時、テマイの子、バルテマイという盲人の乞食が、道ばたに座っていた。（中略）イエスは彼に答えて言われた、「わたしに何をしてほしいのか？」。その盲人は彼に言った、「先生、見えるようになることです」。イエスは彼に言われた、「行きなさい。あなたの信仰があなたを癒したのです」。すると、彼はたちまち見えるようになり、イエスに従って道を行った。（マルコ十・四六、五一～五二）

    

    彼はその盲人の手を取り、村の外へ連れて行かれた。そして彼の両目の上につばきをして、両手を彼の上に置き、「何か見えるか？」と尋ねられた。彼は見上げて言った、「人々が見えます。木のようで、歩いているのが見えます」。そこで、彼は再び両手を彼の両目の上に置かれた。そして、彼が見つめていると、すっかり治り、すべてのものがはっきり見えるようになった。（マルコ八・二三～二五）

    

    さて、彼が通りかかった時、彼は生まれつきの盲人をご覧になった。（中略）彼はその人に言われた、「行って、シロアムの池で洗いなさい」。そこで、彼は行って洗い、見えるようになって戻って来た。（中略）彼は答えた、「あの方が罪人かどうか、私は知りません。ただ一つの事を知っています。私は盲人だったのに、今は見えるということです」。（ヨハネ九・一、七、二五）

    

    私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知るための知恵と啓示の霊をあなたたちに与え、あなたたちの心の目が照らされて、彼の召しの望みがどのようなものか、また聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がどのようなものか、あなたたちが知ることができますように。（エペソ一・十七～十八）

    

    わたしはあなたに勧める。富むために、火で精錬された金をわたしから買いなさい。またあなたがまとって裸の恥を現さないために、白い衣を買いなさい。また見えるようになるために、目に塗る目薬を買いなさい。（黙示録三・十八）

    

    ……彼らの目を開くためである。それは彼らが暗闇から光へ、サタンの権威から神に立ち返るためであり、わたしにある信仰によって、彼らが罪の赦しと、聖別された人たちの間で嗣業を受けるためである。（使徒二六・十八）

  


  バラムが用いた「目を開かれた者」という句は、今回の黙想の冒頭にぴったりだと思います。


  



  今日の病根


  



  今日の世界情勢を熟考する時、私たちは霊的盲目という広く行き渡った病に深く印象づけられて圧倒されてしまいます。それは今日の病根です。「世界を苦しめている問題の、すべてではないにせよ大半のものは、盲目というこの源まで辿ることができる」と言ったとしても、大きな間違いではないでしょう。大衆は盲目です。これに疑いはありません。比類ない啓蒙の時代のはずなのに、大衆は盲目です。指導者たちも盲目です。盲人たちの盲目の指導者です。しかし、主の民にもほぼ同じことが言えます。ごく一般的に言って、クリスチャンたちは今日あまりにも盲目です。


  



  霊的盲目の原因に関する概観


  



  今しがた読んだ節は、霊的盲目の原因のすべてではないにしても大半のものを、ざっと網羅しています。最初は、生まれつき盲目で見えたことのない人たちです。


  次に、視力を与えられてはいるものの、あまりよくはっきりと見えない人たちがいます。「人々は木のようで、歩いています」。しかし彼らは、さらなる恵みの働きの下で、もっとよく見えるようになります。


  それから、はっきりした真の視力を持つ人たちがいます。しかし彼らにとって、神の御思いや御旨という広大な領域は、依然として聖霊のいっそう豊かな働きにかかっています。「彼が、彼を知るための知恵と啓示の霊をあなたたちに与え、あなたたちの心の目が照らされて、彼の召しの望みがどのようなものか、また聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がどのようなものか、また信じる私たちに対して働く彼の力の卓越した偉大さがどのようなものか、あなたたちが知ることができますように」。この言葉は視力を持つ人々に宛てられています。しかし彼らにとって、神の意義のこの大いなる領域は、霊的視力というこの問題で彼らが聖霊のいっそう豊かな働きを経験することにかかっています。


  それから次に、かつては目が見えて従っていたのに、霊的視力を失ってしまった人たちがいます。彼らはかつては霊的視力を持っていましたが、今は盲目です。さらに悪いことに、彼らは実に致命的な特徴を帯びています。彼らは「自分は見える」と思っており、見えていないことに対して盲目です。これがラオデキヤの悲劇でした。


  さらに、先ほど引用しましたが、バラムとタルソのサウロによって代表される二つの部類があります。バラムは利得によって、利得を得る見通しによって、盲目にされました。これが「バラムの道を行き」という新約聖書の言葉の意味だと思います。彼は神の偉大な御思いと神の御旨に対して盲目になるほど損得勘定に夢中だったため、道に立ちはだかる主ご自身が見えませんでした。そしてこの盲目さにより、道に打ち倒される寸前のところまで行きました。その句はとてもはっきりしています。主が彼の目を開かれるまで、バラムには主が見えませんでした。その後、彼は主を見ました。「主の御使い」という風に述べられています。それが主ご自身であることに関して、あまり疑問の余地はありません。そのとき彼は見ました。後に彼はこれに関して、「目を開かれた者」「倒れて目を開かれた者」という二つの句を述べました。これがバラムです。彼は個人的性格、個人的性質、物事が自分に及ぼす影響を計算し、それによって盲目にされます。彼にはそれが大事なのです。しかし霊的な事柄が関係するところでは、それは人をなんと盲目にすることか！もしあなたや私が一瞬でもそのような計算をするなら、私たちは非常に重大な危険に陥ります。「これは自分にどんな影響を及ぼすのか？」「このために自分はどんな代価を払わなければならないのか？」「これから脱け出すには何を忍ばなければならないのか？このことで何を失うことになるのか？」といった計算に左右されることを一瞬でも許すなら、その瞬間、暗闇が私たちの心を捕らえ、私たちはバラムの道を行くことになりかねません。


  次に、他方でタルソのサウロがいます。彼が盲目だったことに疑問の余地はありません。しかし彼が盲目だったのは、まさに宗教的熱心さから出ており、神に対する熱心さ、伝統に対する熱心さ、歴史的宗教に対する熱心さ、宗教界で確立・受容されていた事柄に対する熱心さから出ていました。それは盲目的熱心さであり、後に彼はそれに関して、「私はかつては、ナザレのイエスの名に逆らって、多くのことを行わなければならないと思っていました」（使徒二六・九）と言わなければなりませんでした。「行わなければならないと思っていました」。「神を喜ばせるために、また自分の良心を満足させるために、行わなければならない」と熱烈に思っていたことが、神に対して、また正義と真理の道に対して、真っ向から対立していたことがわかった時、それはなんという一大転機だったことでしょう。なんという盲目でしょう！熱心さは必ずしも正しさの証拠ではありませんし、正しい道にある証拠でもありません。彼の事例はまさにこの点に警鐘を鳴らすものです。熱心さそれ自体は、人を盲目にしかねません。伝統への愛着は、盲目さのおそれがあります。


  パウロの生涯で目は重要な地位を占めていたと思います。彼の霊の目が開かれた時、彼の天然の目は見えなくされました。これを比喩として用いることができます。天然の目で宗教的に見すぎることは、自分がいかに盲目かを示しているのかもしれません。ことによると、天然の目が宗教的に見えなくされる時、私たちは見えるようになるのかもしれませんし、そうなるまでは何も見えていないのかもしれません。多くの人々は、たくさんのものを見ているせいで、また間違った方向を見ているせいで、本当には見えていません。彼らは天然の感覚、理性や知性や教養といった天然の器官で見ており、そうしたものがことごとく邪魔しているのです。パウロの事例からわかるように、真に見えるようになるには、見えなくされることも時には必要です。主の指がヤコブの上にしるしを残したように、それは明らかに彼のその後の人生の間、彼の上にしるしを残しました。彼はガラテヤへ行き、ガラテヤ人への手紙を書きました。「私はあなたたちのために証ししますが、あなたたちはもしできることなら、自分の目をえぐり出して私に与えたいとさえ思ったのです」（ガラテヤ四・十五）と彼が言ったことは覚えておられるでしょう。これは彼らが彼の苦しみに気づいたこと、ダマスコへの道以来続いてきたこのしるしに気づいたこと、それで、「もしできることなら、彼のために自分の目をえぐり出したい」と彼に同情したことを意味します。しかし、ダマスコへの路上で彼の天然の目が見えなくされた時に臨んだ使命は、全く目に関するものでした。これは素晴らしいことです。彼は盲目になり、人々が彼の手を引いてダマスコへ連れて行きましたが、主はその時、「わたしは彼らの目を開くためにあなたを遣わす。それは彼らが暗闇から光へ、サタンの力から神へ立ち返るためである」と言われたのです。


  さて、これらのことにはみな、固有の使信がありますが、霊的視力に関する基礎をおおむね網羅しています。もちろん細かい点もたくさんありますが、今は調べ上げずに、この一般的考察を続けることにします。


  



  霊的視力は常に奇跡である


  



  基礎を大まかにすべて網羅したので、個々の事例に共通する特別な特徴を見るために戻ることにします。その特徴とは、霊的視力は常に奇跡である、ということです。神の御子がこの世に来られた理由は、全くこの事実によります。主イエス・キリストがこの世に来られた理由が、神の御言葉の中に見いだされます。なぜなら、人が今や生まれつき盲目であることは、神ご自身にとって既知の事実だからです。「わたしは光として世に来た」（ヨハネ十二・四六）。「わたしは世の光です」（ヨハネ九・五）。ご存じのとおり、この御言葉が語られたのは、ヨハネの福音書で主イエスが盲目を取り扱っておられる区分においてです。「わたしが世にいる間、わたしは世の光です」。彼は生まれつき盲目の人を癒すことによって、これを示されます。


  ですから、霊的視力は常に天からの奇跡です。つまり、霊的に真に見える人の生涯の根底には奇跡があるのです。その人の霊的生活は全く奇跡から発しており、その奇跡は見えたことのない目に視力を与えられる奇跡です。まさにここから霊的生活が始まるのであり、まさにここからクリスチャン生活が始まります。それは見ることによります。


  宣べ伝える人はだれでも、自分の人生でこの奇跡を経験しなければなりません。また、聴衆一人一人の内にこの奇跡が繰り返されるよう、自分自身全く拠り頼まなければなりません。この点に関して、彼は非常に無力であり、愚かです。おそらくある意味で、「宣べ伝えの愚かさ」はここにあります。目の見える人が自分の見たものを宣べ伝えるかもしれませんが、聞き手は見たことがなく、見えてもいません。ですから彼は、盲人に向かって「見なさい！」と言っていることになりますが、彼らには見えません。神の御霊が到来して即座に奇跡を行ってくださるよう、彼は拠り頼まなければなりません。この奇跡がなされなければ、期待できる効果という点に関するかぎり、その宣べ伝えは空しいです。集会に来て祈りのために頭を垂れる時、あなたが何を祈っているのか私は知りませんが、次のことをあなたにお勧めします。人が宣べ伝えや教えのために話している時、そこには奇跡から発しているものがあって、あなたはそれを全く見逃してしまうかもしれません。私の勧めは、そのような時、見ることができるよう、「この奇跡を自分の内に新たに行ってください」と絶えず常に聖霊に求めることです。


  しかし、私たちはさらに進みます。新しく見ることは常に天からの御業です。それは一度きりで完成されるものではありません。たとえ私たちが見続けて、さらによく見ていたとしても、真理の新たな断片が示されるたびに、この御業――これは私たちの力でできることではありません――がなされなければなりません。霊的生活は、その始まりが奇跡であるだけでなく、この件に関してはまさに最後まで奇跡の連続です。これが先ほど読んだ節からわかることです。ある人が接触を受けます。彼は以前は盲目であり何も見えませんでしたが、今は見えます。しかし分量においても視野においても、ほんの少し見えるだけであり、完全には見えません。視野がまだ歪んでいます。すべてが正確かつ完全に見えるようになるには、天からの別の接触が必要です。しかしそれで終わりではありません。視界内できちんと完全に見えている人でも、広大な領域を見る機会を神から賜る可能性があるからです。しかし、それには依然として知恵と啓示の霊が必要です。全行程にわたって、それは天からです。そうでない人がだれかいるでしょうか？これこそ真の霊的生活に真の価値を与えて、その中に奇跡的要素を永遠にとどまらせるものではないでしょうか？


  



  霊的視力を失った結果


  



  次に、最後の御言葉に来ます。霊的視力を失うことは霊的生活の超自然的特徴を失うことであり、ラオデキヤの状態を生じさせます。ラオデキヤによって代表される熱くもなく冷たくもない状態を、主は「わたしはあなたをわたしの口から吐き出そう」と言って責めておられます。「これはなぜか？この原因は何か？」とこの状態の核心を突き止めようとするなら、その原因はラオデキヤが超自然的特徴を失って地上に下ってしまったことに尽きます。ラオデキヤは宗教的ですが、天上から出てしまいました。ですからその反動として、ラオデキヤの勝利者たちに対して、「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座につかせよう」という呼びかけがなされます。あなたははるばる地上まで降りて来てしまいました。あなたは自分の天的特徴を失ってしまいました。しかし、このような状態のただ中で勝利している者たちには、依然として上なる場所が用意されています。これはこのような状態に対する主の御思いを示しています。霊的視力を失うことは霊的生活の超自然的特徴を失うことです。霊的視力が失われるなら、たとえあなたがどれほど宗教的だったとしても、主は「目薬を買いなさい。これがあなたに必要なことです」と言うことしかできません。


  



  今日の必要


  



  これは私たちを今日の必要に導きます。この必要はもちろん、毎時、毎日、各時代に必要とされているものです。しかし、私たちは今日ますますこの必要を覚えるようになっています。ある意味、「私は見えます！」と言える人々が今日ほど必要とされている時代はないと言えます。これこそいま必要なことです。この必要は巨大な恐るべきものであり、この必要が満たされないかぎり望みはありません。この世界、混乱と混沌と悲劇と矛盾の暗闇の世界の中に、「私は見えます！」と言える人々が現れること、これに望みがかかっています。もし今日、影響力を及ぼして一目置かれる立場にある人、目の見える人が現れるなら、その人によってなんと新しい希望、なんと新しい展望が拓かれることでしょう！これが必要なことです。この必要が公的、国家的、国際的形で満たされることになるのかどうか私にはわかりません。しかしこの必要は、「私は見えます！」と真に言える立場にあるこの地上の人々によって、霊的に満たされなければならないのです。


  キリスト教の大半は伝統になってしまいました。真理（the truth）は複数の真理（truths）に分けられて福音教理書の中に収納され、垣根を張られた不動のものになりました。それらは福音的教理であり、福音的キリスト教の宣べ伝えと教えの境界線を定めるものです。それらは多くの様々な方法で示されます。面白い魅力的な逸話や例話、また検討を経た独創性や独自性をもって示されるので、昔ながらの真理はあまり目立たず、身にまとっている衣装のおかげでうまくいく可能性があります。多くのことが説教者や教師の能力と人柄にかかっています。「自分はあの人のスタイルがいい、自分はあの人のやり方がいい、自分はあの人の話し方がいい！」と人々は言います――多くのことがこれにかかっています。しかし、物語、逸話、例話、説教者や教師の人柄や能力といった装飾がすべて剥ぎ取られるなら、それらがすべてなくなるなら、またもや昔ながらの同じものだけになってしまいます。私たちの中には、それらの真理を提示する際、それを受け入れてもらうために、また感銘を与えるために、直前の人を出し抜く人もいます。私はこれを無慈悲な批判だとは思いません。結局はそういうことだからです。私が昔ながらの真理の変更や破棄を求めている、と思う人はだれもいないでしょう。


  しかし、私が言わんとしているのは新しい真理のことでも、真理を変更することでもありません。真理を示す時、「この人は見ている」と聞き手が察知できるような人々が必要だということです。これは大きな違いを生じさせます。読書や学びや準備をした人々ではなく、目の見える人々です。そのような人々は、ヨハネ福音書九章のこの人に見られるような驚異的特徴を帯びています。「あの方が罪人かどうか、私は知りません。ただ一つの事を知っています。私は盲人だったのに、今は見えるということです」。ある人の目が見えているのかどうか、それがどこからどうやって来たのか、あなたにはわかります。これが必要なことです。この何とも言いようのないものは驚異的に働くので、あなたは「この男性は何かを見ています、この女性は何かを見ています！」と言わざるをえません。大きな違いを生じさせるのは、この視覚的要素なのです。


  確かにこれは、あなたや私が思ってきた以上に、遙かに重大な問題です。私は直ちにあなたに言いますが、地獄全体が一致団結してこれに反対しますし、目を開かれた人は地獄に直面することになります。ヨハネ福音書九章のこの人は、直ちに地獄に直面しました。人々は彼を追い出し、彼の両親ですら代価のゆえに彼の味方をすることを恐れました。「彼はもう大人ですから、彼に聞いてください」。確かにこれは私たちの息子ですが、あまり私たちを苦しめないでください。私たちをこの件に巻き込まないでください。彼の所へ行って、彼と決着をつけてください。私たちを放っておいてください！彼らには赤信号が見えたので、この問題を避けようとしました。見ることは高くつきます。すべてを犠牲にしなければならないかもしれません。なぜなら、見えることは主にとって大いに価値あることであり、また、未信者たちの思いをくらましているこの世の神であるサタンをおびやかすことだからです。これは彼のわざを破壊することです。「わたしは彼らの目を開くためにあなたを遣わす。それは彼らが暗闇から光へ、サタンの力から神に立ち返るためである」。これが実現し始めることにも、あるいは少しでも成就されることにも、サタンは我慢できません。見えるということは途方もないことなのです。


  しかし、ああ、この人が立った立場に霊的に立って、「私は盲目でしたが、今は見えます。この一つの事を私は知っています！」と言える男女が、今日なんと必要でしょう！この立場に立つのは大きなことです。どれほどかはわかりませんが、一つの事を私は知っています。前は見えなかったのに、今は見えるということです！これには衝撃力があり、感銘を与えます。神の御言葉では、光と命は常に同行します。もし本当に目が見えているなら、そこには命と向上があるようになります。もしその人が、人から受けたこと、学んだこと、読んだこと、取り組んだことをあなたに与えるなら、それには何の命もありません。おそらく、一時的に誤った興味を掻き立てて、一時のあいだ魅了するだけです。人々を生かす真の命はありません。


  ですから、私は真理を変更することや新しい真理を得ることを願っているのではなく、真理を見る霊的視力を願っているのです。「主はさらに多くの光と真理を御言葉から放つことができます」。これは真実です。もし可能なら、私たちを縛っているものをここで取り除きましょう。私たちは新しい啓示を求めているのではありません。また、「あなたは神の御言葉以外のものを得ることができる」と言ったり、示唆したり、ほのめかしたりもしません。私たちが主張しているのは、神の御言葉の中にはこれまで見たことがないけれども見ることのできるものがたくさんある、ということです。きっと次のことに皆が同意するでしょう。あなたは多く見れば見るほど、その事柄全般に関してますます圧倒される感覚を覚えるようになります。なぜなら、短い一生では到底知り尽くせない広大な土地の境に来ていることをあなたは知るからです。


  さて、終わるにあたって繰り返しますが、最初から最後まですべての段階で、霊的生活には「見える！」というこの秘訣がその中になければなりません。私たちが再生されるまさに最初の時、この言葉、叫びが生活の中に自然に生じなければなりません。私たちのクリスチャン生活はそこから始まらなければなりません。しかし、最後の究極的完成に至るまでずっと、クリスチャン生活はこの奇跡から発しなければなりません。それはあなたや私がこの驚異的雰囲気の中に、何度も繰り返されるこの驚異的要素の中に保たれるためであり、新しい機会が来るたびに「自分はまだ何も見ていなかった」と感じるようになるためです。


  しかし、直ちにこうも言えるでしょう、「そのような形で御霊が新たに介入されるのは、通常、それに先立つすべてのものが輝きを失った後のことである」と。主はこれを必要とされるようです。それは、「主の示し、啓示、新しい御業がなければ、これまでのものはすべて無に等しく、もはや自分を救ってくれません！」と叫ぶ地点に私たちが至るためです。こうして彼は私たちを暗闇の場所の中に、暗闇の時の中に導かれます。「かつては自分を陽気に意気揚々とさせてくれたのに、今ではその力を失ってしまった」と私たちは感じます。これが私たちを進ませるための主の方法です。もしあなたや私がどこかの段階で得たものにすっかり満足して、それまで得たことのないものに対する絶対的必要性を覚えなくてもよくなったら、私たちは進み続けるでしょうか？もちろん、進み続けないでしょう！私たちを進ませるために、新しい方法で主を見ること、主を知ることが絶対に必要となる経験を主は生じさせなければなりません。これは最後までずっとそうでなければなりません。見る経験、再び見る経験、さらに見る経験を立て続けにするかもしれませんが、主が私たちの目を開かれる時、以前とは違って「見える！」と言えるようになります。ですから大切なのは研究、学び、本の知識ではなく、彼を知るための知恵と啓示の霊であり、私たちの心の目を照らされることです。大いに必要とされている権威の調べをもたらすものは、このように見ることです。今日必要なのはこの要素、この特徴です。それは見ることそれ自体のためだけでなく、権威の新しい調べをもたらすためでもあります。


  今日、権威ある発言はどこにあるのでしょう？真に権威をもって話す人々はどこにいるのでしょう？人生のあらゆる部門で私たちは権威ある発言を大いに切望しています。霊的に権威ある発言、「主はこう言われます！」というこの預言的調べが不足しているせいで、教会は弱っています。権威が不足しているせいで、世は弱っています。この権威は見た人と共にあります。盲人に生まれついたけれども目が見えるようになった人の、「私はただ一つの事を知っています。私は盲人だったのに、今は見えるということです」という証しの方が、あらゆる伝統や学問を備えたイスラエル全体よりも遙かに権威があります。主イエスに関して強調されているのは、これではないでしょうか。「彼は律法学者たちのようにではなく、権威ある者として話された」（マタイ七・二九）。律法学者たちは権威でした。律法の解釈を望む人はみな、律法学者たちの所へ行きました。権威ある立場とは何かを知りたい人は律法学者たちの所へ行きました。しかし、彼は律法学者たちのようにではなく、権威を持つ者として話されたのです。この権威は何にあったのでしょう？よろずのことで「わたしは知っています！」と言えたことにあったのです。力があるのは、読んだことや教わったことや学んだことではなく、「私は知っています！私は見ました！」ということです。


  主よ、私たち全員を目を開かれた者にしてください。


  



  第２章 霊的視力の問題


  



  聖書朗読：民数記二四・三～四、マルコによる福音書十・四六、五一～五二、八・二三～二五、ヨハネによる福音書九・一、七、二五、エペソ人への手紙一・十七～十九、黙示録三・十七、使徒の働き二六・十七～十八


  



  前の黙想の冒頭で、霊的盲目という今日の病根について話しました。私たちはいま読んだこれらの節を取り上げて、それらがごく一般的方法で霊的盲目と霊的視力の基礎全体をどう網羅しているのかに注目しました。次に私たちは続けて、霊的視力は常に奇跡であるという、どの事例にも共通する要素について話しました。生まれつき真の霊的視力を備えている人はいません。霊的視力は神の直接的行為として天から臨むものであり、生来の機能ではなく創造されるべき機能です。ですから、人は生まれつき盲目であり、視力を与える天からの訪れを必要とするというこの事実のゆえに、キリストは天からこの世に来られたのです。それから最後に、霊的視力を失うことはクリスチャン生活の奇跡的要素を失うことであり、それがラオデキヤの問題でした。私たちはさらに続けて、「見える！」と真に言える人々が今日大いに必要とされていることを見ました。盲目に生まれついて人や物を見ずに大人になるまで暮らしてきたけれども、突然目を開かれて人や物が見えるようになったと想像してください。あなたは素晴らしいと感じるでしょう。世界は素晴らしい世界でしょう。ヨハネ九章のこの人は家に帰った時、「人が見えるのは素晴らしい、物がみな見えるのは素晴らしい！」と始終言っていただろうと思います。彼が最も口にした言葉は「素晴らしい！」だったでしょう。そうです、しかし霊的にこれに対応するものがあるのです。そして、この霊的驚きを常に心に感じている人々が大いに必要なのです。この霊的驚きは聖霊の啓示によって突然臨むものであり、継続的な絶えず成長していく驚きです。それは新しい世界、新しい宇宙です。「見える！」ということが、今日必要とされていることです。


  さて、私たちの午後の黙想の最後の点を今から少し見ていくことにします。その点とは、クリスチャン生活は最初から最後まですべての段階で、「見える」ことがその鍵である、ということです。クリスチャン生活が真に御霊の中にある生活なら、それは最初から最後まで全行程にわたって、「今見ているようには見ていませんでした！私はそれをこのように見たことはありませんでしたし、こういうふうに見たこともありませんでした。しかし、今は見えます！」というものでなければなりません。ですから少しの間、神の御業によって見えるようになるというこの偉大な現実によって支配されるべきクリスチャン生活の一、二の面について考えることにしましょう。話が進むにつれて、あなたは御言葉をたくさん思い出すでしょう。そして、この件に関してどれほどたくさん聖書に記されているのかがわかるでしょう。


  



  クリスチャン生活の始まりは見ることによる


  



  クリスチャン生活の始まりは何でしょう？見ることです。見ることでなければなりません。論理的に言って見ることです。その理由は、クリスチャン生活は一つの目的に向かって、一つの道筋に沿って、漸進的に進むことだからです。この道筋、この目的とはキリストです。これがヨハネ九章の盲目に生まれついた人の問題でした。人々が彼を追放した後、イエスがどのように彼を見つけて、「あなたは神の子を信じますか？」と彼に言われたのか、思い出してください。その人は答えて言いました、「主よ、それはどなたですか？その方を信じることができますように」。イエスは彼に言われました、「あなたはその者を見たのです。あなたと話しているのがその人です」。そこで彼は、「主よ、信じます」と言って、彼を礼拝しました。霊的視力というこの問題は主イエスを認識することであり、最初から最後まで全行程を通してそうなのです。


  私たちの救いは自分を罪人として見ることだった、と言えるでしょう。しかしそれで終わりなら、私たちの前途は暗かったでしょう。


  いいえ、この問題はすべて、イエスを見ることに集約されます。あなたが真にイエスを見る時、何が起きるでしょう？タルソのサウロに何が起きたのでしょう？多くのこと、他の何ものもなしえなかったであろう一大事が起きました。タルソのサウロを説き伏せてキリスト教に入信させることはできなかったでしょう。彼を脅してキリスト教に入信させることはできなかったでしょう。説得や感情を掻き立てることで彼をクリスチャンにすることはできなかったでしょう。この人をユダヤ教から抜けさせるには、この地上に見いだせる以上のものが必要でした。しかし、彼はナザレのイエスを見ました。そして、これが効いたのです。彼は出て、解放された人になりました。彼は見たのです。後に彼はユダヤ教徒たちが引き起こした大きな困難に直面しました。ユダヤ教徒たちは回心者たちの信仰を妨げ、キリストにある彼らの立場を破壊するために、どこでも彼をつけ狙いました。そのため、回心者たちはまだ離れ去ってはいなかったものの、そうしがちだったのです（ガラテヤの回心者たちや諸教会のことです）。そのような時、パウロは「クリスチャンとは何か？」という問題を再び提起して、ダマスコ路で起きた事のまさにこの点にその焦点を合わせます。実際のところ、ガラテヤ人への手紙はこうまとめることができます。「クリスチャンとは、行うよう定められている様々なことを行う人のことではありません。クリスチャンとは、禁じられているからという理由で、様々なことを行わないよう差し控える人のことではありません。クリスチャンとは、生活様式という外側のもの、規則、『あなたは……しなければならない、あなたは……してはならない』という律法体系によって支配されている人のことでは全くありません。クリスチャンの何たるかをよく言い表しているのが、『神は御子を私の内に啓示することをよしとされました』（ガラテヤ一・十五～十六）というこの御言葉です」。これは、「彼は私の目を開いてイエスを見せてくださった」と言うことにほかなりません。なぜなら、この二つは同じだからです。ダマスコ路がその場所です。「『主よ、あなたはどなたですか？』『わたしはナザレのイエスです』」。「神は御子を私の内に啓示することをよしとされました」。これは一つの同じことです。内なる方法で見ること、これが人をクリスチャンにします。「神は私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださいました」（二コリント四・六）。「私たちの心の中を」。このように内側に分与されて啓示されたキリストが、人をクリスチャンにします。クリスチャンがある事をしたりしなかったりするのは、クリスチャン律法の命令によるのではありませんし、ましてやユダヤ教の命令によるのでもありません。内側で御霊によって導かれることによるのであり、心の中のキリストによります。これが人をクリスチャンにするものであり、究極的完成に至るまでの他のあらゆる基礎がこれによって据えられます。なぜなら、ますますそうなっていくからです。ですから、この基礎はその上部構造に見合うものでなければなりません。これはみな一つのことです。つまり見ることであり、キリストを見ることです。


  これは率直な言葉であり、これに関してもっと多くのことを言えるかもしれません。しかし、これは難問です。今、私たちはこう自問しなければなりません。「自分のクリスチャン生活はどんな基礎に基づいているのでしょう？何か外側のもの――読んだこと、教わったこと、命じられたこと、脅されたり感情を掻き立てられたりして導かれたものに基づいているのでしょうか？それとも、『神は御子を私の内に啓示することをよしとされました』というこの基礎に基づいているのでしょうか？彼を見た時、私は自分がなんという罪人かを見ましたし、彼がなんという救い主かも見ました。決め手は彼を見ることだったのです！」。これがクリスチャンの特別集会にとってどれほど初歩的かは承知していますが、ときどき基礎を点検するのは良いことです。これらの基礎からは決して逃れられません。これらの基礎を離れるなら、成長して素晴らしい人々になることはないでしょう。これはみな一つのことです。一生初歩的な事柄にとどまることになるというのではなく、基礎の特徴を最後に至るまでずっと帯び続けることになる、ということです。基礎を据えた恵みが、「恵み、恵み！」という叫びと共に頂石を引き出すでしょう。私たちの目を開く神の恵み――常にこうでしょう。これについてはここまでにします。


  



  霊的成長は見ることによる


  



  成長に移りましょう。始まりが見ることによるように、成長も見ることによります。霊的成長とは見ることにほかなりません。これについて考えていただきたいと思います。成長したければ見なければなりません。霊的成長とは何でしょう？今、心の中で慎重にこの問いに答えてください。「霊的成長とは真理をさらに多く知ることである」と想像した人もいると思います。いいえ、必ずしもそうではありません。成長するにつれてそのような知識が増すのは事実ですが、霊的成長は知識が増すだけではありません。成長とは何でしょう？神の御子のかたちへの同形化です。これが目的であり、この目的に向かって私たちは漸進的に絶えず常に進みます。全き成長、霊的成熟は、神の御子のかたちに同形化されることです。これが成長です。ですからこういうわけでパウロは私たちに言います、「私たちはみな、おおいのない顔で鏡のように主の栄光を見つめつつ、栄光から栄光へ、同じかたちへと造り変えられていきますが、それはまさに霊なる主からです」（二コリント三・十八）。見ることによる同形化、見ることによる成長です。


  



  聖霊の務め


  



  さて、これにはとても尊い深い原則があります。どうすればそれを描写できるでしょう？つい先ほど引用した節が助けになると思います。その最後の句「霊なる主からです」が手がかりを与えてくれます。理解を助けるために、旧約聖書の古典的ロマンスであるアブラハムの僕エリエゼル、イサクとレベカを振り返ることにしましょう。これはあまりにも使い古された説明を用いることではないと信じます。年老いたアブラハムが忠実な家令エリエゼルを呼んで、こう言う日が来ました、「今あなたの手を私の腿の下に置いて、私の息子の嫁にこの国の女をめとらないこと、そして、私の親族、私の身内の所へ行くことを誓いなさい」。そこで彼は誓い、ご存じのように、ラクダと共に砂漠の向こうの遠国に出かけました。彼は道すがら、「主が自分を成功させてくださり、しるしを与えてくださいますように」と祈りました。そのしるしは井戸で与えられました。レベカがこの人に応じ、少ししてその要求に直面した後、彼と共に行くことにしたのです。彼は道すがら、宝物の中から主人の家のものや主人の息子のものを取り出して彼女に見せました。そして、主人の息子、その息子の人となりを示す物語、息子の持ち物、行き先について話して、絶えず彼女を魅了しました。砂漠を横切っている最中、これがずっと続きました。そして彼らはついに反対側に着き、父の家の領域に入りました。イサクは野原に出て黙想していました。彼らは目を上げて見ました。僕は言いました、「あそこにあの方がおられます！私が常々あなたに話してきた方、その方のものをあなたに見せてきた方です。あそこにその方がおられます！」。そこで彼女はラクダをおりました。まるで遠国からやってきたかのように彼女は違和感を感じた、とあなたは思われるでしょうか？エリエゼルの務めのおかげで、彼女はとてもくつろいでいたでしょうし、嫁ぐ相手のことならわかっていると感じていただろうと思います。彼女はこれに関して、よそよそしさ、苦痛、違和感を全く感じませんでした。彼らはすぐに結婚したのではないでしょうか？それは一つの過程の完成でした。


  「霊なる主からです」。主イエスは言われました、「彼が来る時（中略）彼はわたしのものを受けて、それをあなたたちに示します」。「彼は自分から語るのではなく、何でも自分の聞いたことを語ります（中略）彼はわたしのものを受けて、それをあなたたちに示します」（ヨハネ十六・十三～十四）。御父の家の忠実な僕である御霊が、御子のために自分の親族・身内から花嫁を探すために、砂漠を渡ってやって来られました。これは確かに驚くべきことです。「子供たちが肉と血にあずかっているので、同じように彼ご自身も同じものにあずかられたのです」（ヘブル二・十四）。「聖別する方と聖別される者たちは、すべて元は一つです」（ヘブル二・十一）。今や、彼と一つであり、彼の肉、彼の骨であるこの花嫁を確保するために、御霊が来臨されました。しかし御霊は、彼のものを私たちに示して、私たちを常に主イエスで魅了することを願っておられます。何のためでしょう？私たちが彼を見る時、私たちがよそものでないためであり、「自分たちと彼とは別種である」と感じることなく、「これはここに導いてきた多くの歩みの最後の一歩です。すべての歩みはこの一体性をより完璧なものとするためだったのであり、この調和をより完全なものとするためだったのです」と言えるようになるためです。最後に、さして大きな危険に遭うことなく、私たちは中に入ります。私たちは常に中に入ってきました。これが最後の一歩です。これが彼のかたちへの同形化であり、霊的成長です。これが主を知ること、彼のようになることであり、彼と共に完全にくつろぐことです。それは衝突、よそよそしさ、不調和、隔たりが全くなくなるためです。絶えず深まっていって究極的完成に至る私たちの主イエスとの一体性、これが霊的成長です。これもまた何か内なるものであり、あの開始、あの始まりの発展にほかならないことがわかります。私たちは見てきましたし、見つつあります。私たちはなおも見続けます。そして見る時、私たちは変えられるのです。


  見ているはずのものすべてに、こう言えるでしょうか？見ているはずのものすべてを、私たちは自分の生活に働くその効力によって試さなければなりません。あなたや私は霊的知識と思しきものをたくさん持っているかもしれません。私たちはあらゆる教理、あらゆる真理を持っているかもしれません。私たちは福音的真理の指針を箱詰めにすることができますが、その効力はどうでしょう？愛する人たち、もし私たちが変えられていないなら、それは真に霊的な意味で見ることではありません。そうです、見ることは変えられることであり、もしその結果を生じないなら、それは見ることではないのです。そのようなものをすべて剥ぎ取られて、違いを生じさせるものをほんの少しでも真に見る地点に導かれる方が、私たちにとって遙かに良いのです。この件に関して、私たちは神に対してとても正直でなければなりません。ああ、百パーセント有効なものをほんの少し得ることよりも、九十パーセント無価値な知識を山のように得ることの方が早いのではないでしょうか？「霊の命以上に進むことから、つまり知識やその類を抱えて、知ったかぶりになって進むことから、私たちを救ってください」と私たちは主に求めなければなりません。私が何を言っているのか、あなたはご存じです。パウロが言うには、真に見ることは変えられることであり、変えられることは見る問題であって霊なる主からです。ですから、私たちは見るために祈ります。


  



  務めは見ることによる


  



  もちろん、ごく短く一言で述べると、これは私たちを次の点に導かなければなりません。クリスチャン生活の始まりについて言えること、そして成長について言えることは、務めの問題にも言えます。さて、私は「聖職者」と呼ばれる特定の階級に向かって話している、とは思わないでください。前にここで述べたように、務めは霊的有用性の問題です。霊的有用性と関係ない務めはみな、真の務めではありません。また、霊的に有用な人はだれでも、キリストの奉仕者です。ですから神の計画では、私たちはみなこの務めの中にあります。さてそうであるからには、私たちはみなこの同じ法則によって影響を受け、支配されます。霊的に有用であることは、見る問題です。ご存じのように、第二コリントは新約聖書の中で最も務めと関係している手紙です。「こういうわけで、私たちはこの務めを受けているのですから」（四・一）――この務めとは何でしょう？「神は私たちの心の中を照らしてくださいました」（四・六）。よくご存じのように、パウロがこの手紙のこの箇所を書いた時、彼の思想の背景には神の僕モーセがありました。神の僕という称号でモーセは知られています。パウロは務めを遂行するモーセとその奉仕について述べています。また、彼が律法を朗読したこと、栄光のために顔に覆いをかけなければならなかったこと、人々は彼を見つめることができなかったことについても述べています。しかし、それは過ぎ去って行く栄光でした。パウロが言うには、今や私たちに委ねられた務めによって、神は内側を照らしてくださっており、覆いの必要はありません。キリストによって覆いは取り去られます。あなたが見るべきは私たちの内におられるキリストです。キリストは私たちを通して見える形で供給されなければなりません。なぜなら、私たちはキリストを可視化するための手段だからです。これが霊的有用さであり、これが務め、すなわちキリストの可視化です。「私たちはこの宝をもろい土の器の中に持っています。それは、その力の卓越した偉大さが神のものであって、私たちからではないことが現れるためです」（四・七）。「私たちは（省略）」。次に、私たちを窮させるものの一覧が続きます。しかし彼は、「それはキリストです！」という主旨のことを述べます。私たちが窮する時、迫害され、圧迫され、投げ倒され、絶えずこの体に主イエスの死を負う時、それはただキリストを見えるようにするための神の方法なのです。私たちが圧迫され、迫害され、投げ倒されても、主イエスの恵みは十分である以上、あなたは主イエスの恵みがその苦難や試みの中で示されるのを見ます。そしてあなたは、「これは素晴らしいキリストです！」と言います。あなたはキリストを見ます。そして私たちの苦難によってキリストが分与されます。これが霊的有用性です。


  最もあなたの助けになった人は誰でしょう？誰が最も私の助けになったのか、私にはわかっています。それは講壇にいる人ではありません。何年も強烈な恐ろしい苦難を通ってきた人であり、神の恵みはその人に対して十分でした。「もし自分があのような苦難を通るなら、得る価値のあるキリスト教が自分のものになるでしょうし、得る価値のあるキリストが自分のものになるでしょう」と私は言うことができました。これが最も私の助けになったものであり、見ることを私が願っているものです。他の人々が主を見て最も助けを受けるのは、私たちが試みや逆境の中にある時です。これは確かに私たちを鼓舞するものですし、そうでなければなりません。私たちが試みの中をどう通るのか、これは口で述べうること以上に他のだれかの助けになります。ああ、このようなことを言う時、主が私たちを覆ってくださいますように。なぜなら、私たちは自分のもろさを知っており、試みの下でいかに自分が彼の期待を裏切ってしまうのかを知っているからです。しかし、これがここでパウロが務めについて述べていることです。「私たちはこの宝をもろい土の器の中に持っています（中略）私たちは迫害され、圧迫され、投げ倒され、絶えずこの体に主イエスの死を負っています」。しかしパウロに関して言うと、こうしたいっさいの事柄の結末は、「彼らは私のゆえに神に栄光を帰しました」（ガラテヤ一・二四）でした。これ以上何を望むのでしょう？これが務めです。もしあなたや私が常にこう言えたなら、私たちは空しく生きてきたことにはなりません。「彼らは私のゆえに神に栄光を帰しました」と言えたなら、私たちは何らかの助けになったにちがいありません。


  しかし、これが見ることです。霊的に有用な者となるには、見なければなりません。それは他の人々が見るための基礎を持てるようになるためです。これをこう言いましょう。私たちは見ることができますし、自分の見ているものを表現することもできるので、私たちは生ける手紙になれるのですが、他の人々は見ていないかもしれません。しかし、彼らが見るための基礎はそこにあります。もし彼らの心が正直で偏見がなく、主に対して真に開かれているなら、主が私たちに対して、また私たちの間で何を啓示しておられるのかを、また私たちを通してご自身から何を啓示しようとしておられるのかを、主は彼らに見せてくださるでしょう。主は生ける手紙、主を読みとれる男女を持つ必要があります。これが務めです。


  さて、授受されるべき務めは、目を開くというこの神聖な恵みの働きの問題です。ここでやめることができると思いますが、これは「私たちの目を開いてください」と主に求める一つの大きな願いを私たちの心に生じさせます。どんなに盲目だったとしても、またどんなに長く盲目だったとしても、もし主に対して真剣なら、霊的視力を得るのに遅すぎることはありません。しかし、神に対して正直でなければならないことを忘れないでください。主イエスはナタナエルに素晴らしいことを言われました。ナタナエルは危険なことに二重の盲目に瀕していました。一般的偏見を口にすることを彼が自分に許した時、彼は危険地帯のすぐそばにいました。「ナザレから何か良いものがでようか？」と彼は言いました。これは一般的偏見です。一般的偏見のせいで、多くの男女はさらに豊かな神の御思いを知ることがなかったのです。偏見は多くの形を取りえます。注意しましょう。しかし、ナタナエルは救われました。主イエスは言われました、「今からのち、あなたは天が開かれて、神の御使いたちが人の子の上を昇り降りするのを見るようになります」（ヨハネ一・五一）。「今からのち……」――もちろん御霊の時代のことです。「霊なる主から」ナタナエルは見るでしょう。彼は危険の中にありましたが、逃れました。もし自分の偏見のせいで危険の中にあるなら、注意しなさい。あなたの偏見を捨て去って、心を開きなさい。ヤコブ的要素や悪巧みのない、主に対して心を開いているイスラエル人になりなさい。そうすれば、あなたは見えるようになるでしょう。


  



  第３章 主を見ることと自分自身を見ること


  
    ユダの民はみな、十六歳だったウジヤを立てて、その父アマツヤの代わりに王とした。彼は、王がその父祖と共に眠った後、エラテを建設し、それをユダに復帰させた。統治を始めた時、ウジヤは十六歳であった。彼はエルサレムで五十二年間治めた。彼の母の名はエコルヤといい、エルサレムの出であった。彼はすべて父アマツヤが行ったとおりに、エホバの目にかなうことを行った。彼は神の幻を理解していたゼカリヤの存命中は、神を求めるように努めた。彼がエホバを求めている間、神は彼を栄えさせた。（歴代誌下二六・一～五）

    

    しかし、彼が強くなると、彼の心は高ぶり、堕落したことを行った。彼は彼の神、エホバに対して違反を犯した。彼はエホバの神殿に入り、香の祭壇で香をたこうとした。祭司アザルヤはエホバの勇敢な祭司八十人と共に後から入り、ウジヤ王の前に立ちはだかって言った、「ウジヤよ、エホバに香をたくのはあなたのすることではありません。香をたくのは、聖別された祭司たち、アロンの子孫たちです。聖所から出てください。あなたは違反を犯したからです。神であるエホバの誉れはあなたには与えられません」。ウジヤは怒り、手に香炉を取って香をたこうとした。彼が祭司たちに対して怒っているとき、その祭司たちの前、エホバの家の中、香の祭壇のかたわらで、彼のひたいにらい病が現れた。祭司長アザルヤと祭司たち全員が彼の方を見ると、見よ、彼のひたいはらい病に冒されていた。彼らは急いで彼をそこから追い出した。彼も自分から急いで出て行った。エホバが彼を打たれたからである。ウジヤ王は死ぬ日までらい病に冒されていたので、らいを病む者として隔離された家に住んだ。彼はエホバの家から断たれたからである。その子ヨタムが王宮を治め、国の民を裁いた。（歴代誌下二六・十六～二一）

    

    ウジヤが彼の先祖たちと共に眠ったとき、人々は、彼はらい病に冒されていたからと言って、彼を王たちの所有していた野の墓地に先祖たちと一緒に葬った。その子ヨタムが彼の代わりに治めた。（歴代誌下二六・二三）

    

    ウジヤ王が死んだ年に、私は、高くあげられた王座に座しておられる主を見た。そのすそは神殿に満ち、セラフィムがその上に立っていた。彼らはそれぞれ六つの翼があり、おのおのその二つで顔をおおい、二つで両足をおおい、二つで飛んでおり、互いに呼び交わして言っていた、「聖なる、聖なる、聖なる、万軍のエホバ。その栄光は全地に満つ」。その叫ぶ者の声のために、敷居の基はゆらぎ、宮は煙で満たされた。そこで私は言った、「私はわざわいだ。私はもうだめだ。私はくちびるの汚れた者で、くちびるの汚れた民の間に住んでいる。しかも万軍のエホバである王をこの目で見たのだから」。すると、セラフィムのひとりが私のもとに飛んで来たが、その手には、祭壇の上から火ばさみで取った燃えさかる炭があった。彼は私の口にそれを触れさせて言った、「見よ、これがあなたのくちびるに触れたので、あなたの咎は取り去られ、あなたの罪は赦された」。私は、「誰を遣わそう、誰がわれわれのために行くだろう？」と言っておられる主の声を聞いたので、言った。「ここに私がおります。私を遣わしてください」。すると彼は言われた、「行って、この民に言え。『聞け、しかし理解するな。見よ、しかし理解するな。この民の心を肥えさせ、その耳を鈍くし、その目を閉ざせ。自分の目で見、自分の耳で聞き、自分の心で理解し、立ち返って、いやされることのないために』」。（イザヤ六・一～十）

  


  これはとても印象的な心を打つ物語であり、霊的視力という今回私たちの前にある問題の周辺を巡るものです。「私は主を見た」。「私の目は見たのだから……」。すべてはこれに集中しています。


  この出来事から言えるのは、ウジヤ王は霊的にも道徳的にもイスラエルを代表していたということ、そして、イスラエルの預言者たちをも大方代表していたということです。これが、「私はくちびるの汚れた者なのに、あなたたちの預言者なのです。私はくちびるの汚れた民の間に住んでいます」という預言者イザヤの二重の発言の意味です。そしてこれは、はっきりとわかるように、ウジヤと関係しています。ご存じのように、らい病に冒されている者は衣を上くちびるにあてて、「汚れています！」と叫びながら行き巡らなければなりませんでした。「私はくちびるの汚れた者で、くちびるの汚れた民の間に住んでいる」という言葉の意味は、私たちは皆らい病に冒されているということにほかなりません。イザヤは事実上こう言います、「ウジヤに言えることは、私たち預言者や民にも全員言えます。あなたはこれを理解していませんし、私も主を見るまでは理解していませんでした。私たちはみな、ウジヤの件で起きたことに、とても深く印象づけられています。私たちはこの件に対する恐れに満ちた雰囲気の中で生活してきましたし、このことを声をひそめて話してきました。『これはなんと恐ろしいことだろう。ウジヤはなんと邪悪なことをしたことか。私たちの王がこんなことになって、こんな最後を迎えるとは、なんと恐ろしいことだろう。らい病はなんと恐ろしい病だろう』と私たちは言っていました。私たちはウジヤを非難し、『彼の一件はなんと悲惨なことか』と多くの感想を抱いていましたが、私たちもみな同じであることを私は見るようになりました。私はこれまであなたたちに説いてきました（五つの預言の章がこのイザヤ書六章の前にあることを忘れないでください。これは宣教生活開始時のことではなく、彼が自分の人生で新たな啓示に目覚めた時のことです）。私はこれまで宣教や預言をしてきました。その私が、自分はウジヤに優る者ではないことを見るようになったのです。民よ、あなたたちは宗教的儀式や式典を巡り行き、神殿に詣で、いけにえをささげ、礼拝で自分のくちびるを用いていますが、そのあなたたちもウジヤと同じです。私たちはみな、らい病に冒されているのです。あなたたちはこれを理解しないかもしれませんが、私は見るようになりました。どうやって見るようになったのでしょう？主を見たことによります！『万軍のエホバである王をこの目で見たのだから』。『私は、高くあげられた（中略）主を見た』」。これについて考えるなら、これはとても印象的なことだと言えます。


  さて、これをどうしましょう？おそらく少しの間、これについて沈思黙考するのがいいでしょう。


  一つの見解を直ちに却下しましょう。「イザヤを預言者、宣教者にしたのは、この幻である」というのが一般的見解になっています。この見解はどういうわけか生じたものであり、私たちの大半はこの見解に捕らわれています。私たちはこの見解を聞いたことがありますし、おそらく口にしたこともあるでしょう。ああ、そうではありません！聖書は神によって息吹かれており、支配されている以上、さんざん預言したずっと後でどうしてそんなことが起きるはずがあるでしょう？預言の五つの章を見てください。これらの章にはなんと凄いことが書かれていることか。彼を預言者、宣教者にしたのは、この幻ではなかったのです。神が取り扱っておられたのは人であって預言者ではありません。神が取り扱っておられたのは民であって儀式ではありません。私たちが神の目にどのような者なのか、これを神は取り扱っておられるのです。ですから私たちは、預言者や宣教者と称される部類の人々にこれを転嫁することはできませんし、「自分たちの中にはこれと関係ない人たちもいます。自分たちはこの部類には属していませんし、預言者や宣教者になることを心から願っているわけではない、ごく普通の素朴な群れなのですから」と思うことも許されません。そうではありません。主は地上の人々を取り扱っておられるのです。そして主は、人々をどう見ているのかを、彼らに対してはっきりさせようとしておられるのです。たとえその人々が大いに宣べ伝えてきたとしてもです。結局のところ彼ら自身が主の目にいかなる者なのかを、主ははっきりさせようとしておられます。遅かれ早かれ、万事を守り、彼の御旨を確保するために、この現実は私たちの上に臨まなければなりません。


  



  神が求めておられること


  



  神は何を求めておられるのでしょう？もしあなたの目が見えるなら、もし神の求めておられるものが見えるよう、あなたの目が開かれるなら、あなたは神の方法と、なぜ神がこの方法を使われるのかを理解するでしょう。第五章は神が求めておられるものを明らかにします。神は御心を満たす民を求めておられます。その民はレムナントと呼ばれています。そう呼ばれているのは、そのような民がレムナントにほかならないからです。民全体が御思いに従うことはないことを、神はとてもよくご存じです。神は、御子の来臨の時代にまで至るこの民の歴史と、この民が御子に行うことを予見しておられました。神は民の心をご存じです。「この民の心を肥えさせ、その耳と目を閉ざす」という恐るべきことを行うよう、神がイザヤに命じられるのはこのためです。神はご存じなのです。


  しかしそれにもかかわらず、応じる者たちがいるでしょう。彼らはレムナントにほかなりません。このレムナントは六章の終わりで特に次のような言葉で述べられています――


  
    そこになお、十分の一が残されても、それもまた、食い尽くされる。テレビンの木や樫の木が倒される時、その切り株が残るように、聖なるすえは、その切り株である。

  


  倒された木の切り株――これに先立つのは木が倒れることであることがわかります。イスラエルを切り倒すために、また裁きの道具として用いるために、神によって召される国々によって、イスラエルは倒されるでしょう。その国々はイスラエルというこの木を倒しますが、その切り株が残ります――木全体が対処される時、この切り株の中に十分の一、レムナント、聖なるすえが残されるでしょう。神は、ご自身の民の一般的群れ全体の中から、御心を満たす一つの群れを求めておられます。そして、このレムナントを確保するために、神はイザヤをとらえ、このような方法で彼を取り扱い、彼にこの幻をお与えになったのです。愛する人たち、神が御旨を達成されるには、私たちは徹底的に迷いから覚めなければなりません。そして、神の目に自分自身がいかなる者なのかが、とてもはっきりと見えるようになるために、私たちの目を開いてもらわなければなりません。これは恐ろしい啓示です！自己満足、安心感、達成感、現状に対する満足感――このような疑いのあるものや、それを示唆するものは何でも、レムナントになる資格を失わせますし、神の目的、神の御旨に役立つ者となる資格を失わせます。


  ですから、イザヤ書の最初の五つの章でこの人が広範に及ぶ神の主権的裁きについて語り始めたあと、突然神が彼を捕らえられたように思われます。彼自身の生涯と彼自身の務めに転機が訪れます。神の目に彼がいかなる者なのか、また民がいかなる者なのかについて、神はきわみまでも彼の目を開かれます。ウジヤに起きた恐ろしい出来事について裁き、非難し、息を殺してあのような言葉を話していた彼や人々は、自分たちも同じくらい悪いこと、何の違いもないことを示されました。神の目に、彼らはみな衣を上くちびるにあてて、「汚れている、汚れている！」と呼ばわっていたのです。


  



  自己の命というらい病


  



  このらい病とは何だったのでしょう？「ああ、もちろん、それは罪のことです」と私たちは言います。たしかに罪のことです。しかし罪とは何でしょう？ウジヤを見ることにしましょう。そしてウジヤの場合、らい病が何を意味していたのか、らい病が何を示し、表していたのかを見ることにしましょう。「彼はすべて父アマツヤが行ったとおりに、エホバの目にかなうことを行った」。そして彼が主の道を歩んでいる間、神は彼を栄えさせられました。主に祝福され、主の光の中を歩み、主の恩恵を受けている人でも、それと同時に、万人の心の中に深く根を張っている例のものが、立ち上がって神の恵みを自分の功績にしようと常に待ちかまえています。自分のために名を上げ、自分のために地位を獲得し、栄達、栄誉、力、影響力、満足をわがものとし、名声や地位を得ようと常に待ちかまえています。そういうことです。らい病とは何でしょう？神にとって忌むべきこのものは何でしょう？これはあの自己の命にほかなりません。自己の命は私たち全員の中にあります。それは神の事柄の中にも絶えず入り込みつつあり、それを個人の利点や功績にしようとしています。主が祝福されると、私たちは主が祝福してくださったがゆえに、「自分はひとかどの者になった」と心の中でひそかに思うようになります。自分に臨んだ祝福は神の恵みとあわれみを通して来たことを忘れ、「自分の内には祝福にふさわしい何かがあるにちがいない」とひそかに思い始めてしまいます。その何かとは自分の能力、自分の賢さ、自分の内にあるものです。ああ、高ぶりや霊的高ぶりさえも生み出して、自己のエネルギー、自己の力、自己主張、自己十全性により、私たちをウジヤのように聖なる事柄の中に押し入らせるもの――これは奥深くにあるものであり、私たち全員の内にあるらい病菌であり、多種多様な道を取る自己の命です。そうです、らい病とは、それがどう表現されようとも、自己、自我の根源なのです。


  ここに――これは別の問題であり今は時間がありません――祝福と繁栄の危険性があります。ああ、祝福のさなかに十字架につけられることを、私たちはなんと必要としていることでしょう！祝福を安全なものにすることを、神はなんと必要としておられることでしょう。祝福を安全なものにすることは、神が私たち自身について、そして、すべては恵みから出ていることを、絶えず私たちに示し続けることによります。また、神が私たちにどんな祝福、成功、繁栄を与えられようとも、それは彼の目に私たちがそれにふさわしいからではないことを、たとえ人がどう思おうとも、神が絶えず私たちに示し続けることによります。たとえ私たちが人々の間でどのような者でも、神の目に私たちはらい病人にすぎません。大事なのは、どのように人々の間で成功するかではなく、どのように神と共に進んで行くかです。私たちはこの世で非常な高位に達するかもしれませんが、神と共に達するかどうかが大事なのです。


  さて、この話は私たちの多くを素通りしているかもしれません。なぜなら、私たちは祝福と繁栄を授かった覚えがあまりなく、誇れるものもあまり多くないからです。私たちの多くは逆のこと、すなわち空にされることや低くされることを相当経験しています。しかし核心を突きましょう。たとえどん底にあっても、私たちの内には渇望があり、その渇望は自己の渇望なのです。また反発があり、その反発は自己の命の反発なのです。


  さて、人々や預言者の内にあるものを示すために、ここではウジヤが白日の下にさらされています。それは御旨に達することを神にできなくさせるものであり、対処されて暴露されなければなりません。それを見過ごすことはできません。引きずり出して、それを私たちは見なければなりません。


  



  神の目的の達成――主を見る結果


  



  ですから私は直ちにまっすぐこの点にやってきます。その点とは、神は心に定めた目的を達成しなければならないということです。その目的とは一つの民であり、たとえ十分の一、レムナントにすぎなくても、彼ご自身の心の願いに応えて、彼の御旨の全き目的を満たす民です。神がその民を獲得されるには、視力がなければなりません。そして見るべき唯一のものは主であり、主さえ見ていればあとのことは大丈夫です。そして主を見ることは聖潔を見ることです。なぜなら、主を見ることはこれを明確にするからです。そして私たちが聖潔を見るとき、私たちは自分の内や他の人々の内の思いがけないところにらい病を見ます。私たちが主を見るとき、私たちは自分や自分の周りの人々の真の状況を見ます。主の民の真の状況をも見ます。主は御旨の方向に進んでおられ、私たちがその御旨の道の中に居続けるには、主を見ることが必要です。


  「私は主を見た」。「私の目は見たのだから」。その結果は何でしょう？その結果は私たちに私たち自身を啓示することであり、私たちの周囲の霊的状況を啓示することです。私たちが主を見るとき、私たちは「私はもうだめだ！」と叫びます。この「もうだめだ」という言葉を見ると、それはまさに「私は死に値する」という意味であることがわかります。死に値すること、私は死に値すること――これがまさにここのヘブル語の意味です！私たちの目が開いて主を見るとき、あなたと私は死におけるキリストとの結合の必要性を見るでしょう。それを見るにはこれ以外の道はなく、これが唯一の道です。


  さて、これはたんなるお話しではありませんし、たんなる言葉でも、思いつきでもありません。見ていただきたいのは、一つには次のことです。すなわち、神の霊の働きによって私たちの目は開かれて主を見るようになるわけですが、この神の霊の働きの結果、「自分たちにできる唯一のことは死ぬことである」「自分たちにとって最善のことは死ぬことであり、終局に至ることである」と私たちは感じるようになるのです。あなたはそこに達したでしょうか？もちろん、サタンはこの領域でも働くでしょう。サタンはかつて多くの人々に対して実際そうしてきたように、人々を追い込んですべてを終わらせようとします。また、神の霊がなさっていることに取り組ませて、それを自分の功績にさせ、そうして悲劇を生じさせようとします。霊の領域の中にとどまりましょう。そして、主はご自身の栄光と輝かしい可能性のために私たちの内に働いてくださることを認識しましょう。この主の働きは、「自分たちにとって最善のことは死ぬことである」と私たちが深く痛切に感じるようになる地点に、主が私たちを連れて行かれることによります。そのとき、主は私たちに関するご自身の御心に私たちが同意するようにされます。「私はもうだめだ！」――すると主は言われるでしょう、「たしかにあなたはもうだめです。わたしにはそれが最初からわかっていました。わたしはそれをあなたにわからせるために苦労しました。あなたはもうだめです」。


  さて、あなたがその地点に達するとき、あなたは着手できる地点に達します。私たちがありのまま、自分自身で、せわしく活発に、ひっきりなしに押し入って、ウジヤのように場所をふさぎ、神殿、宮、聖所に来ている間は、主は何もすることができません。私たちが神殿を占めている間は、主は何もすることができません。主は言われます、「さあ、あなたは出て行かなければなりません。あなたは自分がらい病人であることを見たので、自ら進んで急いで出て行こうとしています。あなたは自分が行こうとしているところに行かなければなりません」。ウジヤについてこう述べられています。「彼も自分から急いで出て行った」。ここは自分のいるべき場所ではないことを、ついに彼は理解します。「私はもうだめだ、ここは自分のいるべき場所ではありません」――この地点に主が私たちを至らせるとき、主は積極面を開始することができ、道を開かれます。この見ることは恐ろしいことですが、大いに必要であり、その結果は大いに栄光です。その時、使命が与えられたのです。


  



  これを経験する必要がある理由


  



  もう一点だけ追加しましょう。このようなことがイザヤに起きることがどれほど必要とされていたのか、あなたは理解しておられるでしょうか？彼は何をしようとしていたのでしょう？彼は大いなるリバイバルを説こうとしていたのでしょうか？彼は出て行って、「すべては順調であり、主は大いなることをしようとしておられます。元気を出しなさい、大いなる時代がまさに始まろうとしているのです」と民に告げようとしていたのでしょうか？いいえ！「行け、この民の心を肥えさせ、その耳を鈍くし、その目を閉ざせ！」。これはあまり楽しい類の働きではありません。それはどういう結果になるのでしょう。ご存じのように、主は民の心の状態を知っておられました。彼らは実際は見ることを望んでいないことを、主はご存じです。彼らは実際は見ることを望んでいません。もし彼らが見ることを望んでいたなら、ああ、彼らは全く違う態度を取っていたでしょう。彼らには何の偏見も疑いも批判もなかったでしょうし、接触を持って尋ね求めていたでしょう。また、飢え渇きと切望のしるしを示していたでしょうし、詳しく調べて、他の人々の判断や批判ですぐにくじけることもなかったでしょう。しかし、彼らが何と言おうと、彼らの本心は見ることを望んでおらず、聞くことも実際は望んでいないことを、主はご存じでした。後にこの預言者は、「誰が私たちの知らせを信じたのか？」（イザヤ五三・一）と言います。主はご存じでした。そして、裁きは常に人々の心にしたがって下されます。もしあなたが望まないなら、あなたは望む能力を失います。もしあなたが見ることを望まないなら、あなたは見る能力を失います。もしあなたが聞くことを望まないなら、あなたは聞く能力を失います。裁きは有機的であって、機械的ではありません。裁きは私たちの生活にしたがって下されます。好き嫌いという種を蒔くなら、不能という収穫を刈り取ります。啓示の務めの一つの効力は、人々の好き嫌いを発達させて裁きへと至らせることです。啓示と命の務めはある人々をいっそう頑なにするだけであることに、あなたは気がつくでしょう。それがそこにあることを主はご存じなのです。


  さて、このような務めと共に進むのは、あまり心地よくありません。そうするには、あなたは十字架につけられている人でなければなりませんし、個人的関心を持つことも許されません。もし名声、人気、成功、支持を得たいなら、最善の道はこの道を行かないこと、あまりたくさん見ないこと、洞察力を持たないことです。目隠しをして、徹底的な楽天家でいるといいでしょう。もしあなたが主の御旨の道、主の御心に真に応じる民の道を行こうとするなら、その道は大衆から――その道を取らない大衆から、そしてその道を取らないことをあなたに表明する大衆から――きっぱりと分かれた道になるでしょう。あなたは孤独な道を行くことになります。彼らは自分が正しいと思うかもしれません。しかし実際のところ、彼らは飢え渇いておらず、必死でもないので、自分で調べて尋ね求めることすらしないのです。彼らはあなたや、あなたの地位や、あなたの務めに関するごく些細な批判によって、たやすく逸らされてしまいます。そこであなたは、前進する少数の一握りの人たちと共に進まなければなりません。これが幻の代価であり、見ることの代価です。そのような務めを果たすために、イザヤは十字架につけられた人でなければなりませんでした。そして、あなたや私が神と共にある地位を占めるには、私たちはウジヤの内にあったもの、すなわち地位への欲求に対して十字架につけられなければなりません。ウジヤは王職で満足せず、祭司職をも得ずにはいられませんでした。いいえ、それ以上です。彼は神の祝福で満足せず、まさに神の地位をも得ずにはいられなかったのです。一方にはウジヤ王、他方には「私の目はエホバである王を見た」――これはなんという対比でしょう！


  あなたはこれを理解できるでしょうか？これは心を探るものであり、途方もないことです。しかし愛する人よ、これは主の全き願いと御思いの道です。これは代価を要する孤独な道であり、ご自身の民の心の中に神がご覧になっているものを実際に明らかにする効力があります。それには――これは私たちが啓示、幻、視力のために苦しむことを意味し、私たちはそのために大きな代価を払わなければなりません――私たちはよく十字架につけられていなければなりません。それは私たちが次のように言う地点に達するためです。「私はもうだめだ、私は死に値します。私は出て行くしかありません！」。主は言われます、「そのとおりです。あなたが出て行くこと、それがわたしの望んでいることです。わたしはウジヤが出て行くことを望んでいました。その後、わたしは宮を満たすことができたのです！」。ウジヤは自己であり、ありのままの人です。神はご自身の宮を人と共に占めたりはされません。神が宮を満たさなければならないのです。


  



  第４章 霊的視力を受ける人


  
    さて、主の御使いはピリポに語って言った、「立って、エルサレムからガザに下る街道を、南へ行きなさい。そこは荒野である」。そこで、彼は立ち上がって行った。すると見よ、エチオピア人の宦官で、エチオピヤ人の女王カンダケの下で、彼女の財宝をつかさどっている大いなる権力のある人が、礼拝するためにエルサレムに来ていた。彼は帰るところであったが、馬車の中に座って預言者イザヤの書を読んでいた。すると御霊はピリポに、「近づいて、あの馬車と一緒になりなさい」と言われた。そこでピリポが彼に走り寄ると、彼が預言者イザヤの書を読んでいるのが聞こえたので、「あなたは読んでいる事がわかりますか？」と言った。すると彼は言った、「だれかが私を導いてくれなければ、どうしてわかるでしょう？」。そして彼はピリポに、来て一緒に座るよう請い求めた。さて、彼が読んでいた聖書の箇所はこうであった。「彼は羊のように、ほふり場に引かれて行った。毛を刈る者の前で黙している小羊のように、彼は口を開かない。彼は辱められ、彼の裁きは取り去られた。誰が彼の世代のことを語るであろう？それは、彼の命が地から取り去られるからだ」。宦官はピリポに答えて言った、「あなたにお願いします。預言者は誰について、これを述べているのですか？彼自身のことですか、それとも他の人のことですか？」。そこで、ピリポは口を開き、この聖書の箇所から始めて、彼にイエスを宣べ伝えた。彼らが道を進んで行くと、水のある所に来た。すると、その宦官は言った、「ご覧ください、ここに水があります。私がバプテスマされるのに、何の妨げがあるでしょう？」。そして彼は馬車を止めるように命じた。そしてピリポと宦官の二人は水の中に下って行き、ピリポは宦官をバプテスマした。彼らが水から上がった時、主の霊がピリポをさらって行った。宦官はピリポをもう見ることがなかったが、喜びながら彼の道を進んだ。しかし、ピリポはアゾトに現れた。そして通り過ぎるすべての町に福音を宣べ伝えて、カイザリヤに着いた。（使徒八・二六～四〇）

  


  この素朴ではあるものの教訓的な出来事の中に、三者の当事者を見ることができます。エチオピヤ人、聖霊、人の僕のピリポです。この出来事は、霊的視力に関するこの特別集会における、私たちの今の黙想の対象です。


  



  エチオピヤ人

  （ａ）盲目であることを告白する探求者


  



  このエチオピヤ人を見るとき、私たちは直ちに盲目の探求者を見ます。彼は宗教的であり、長きにわたって確立されてきた宗教的伝統の周辺を巡っていました。また、エルサレム、宮、本部に行ったこともありました。しかし、彼は依然として盲目であり、依然として盲目の探求者です。これは自分が読んでいた聖書と預言者たちに関して、彼がピリポに尋ねた質問から明らかです。「だれかが私を導いてくれなければ、どうしてわかるでしょう？」。「預言者は誰について、これを述べているのですか？彼自身のことですか、それとも他の人のことですか？」。彼は明らかに暗闇の中にある人であり、霊的視力を持たない人であり、心の目を照らされたことがありません。しかし、彼には望みがあります。それは彼が、盲目であることを告白する探求者だということです。


  



  （ｂ）謙遜な探求者


  



  彼はこの世でとても重要な人物であり、かなりの責任と影響力と立場を持つ人でした。そして、その地位のゆえに、少しばかり危険を避けようとしてもおかしくありませんでした。自分の読み物について尋ねられた時、彼はその論点、その質問の論点をかわして、ある種の言い逃れのための適当な返事をしてもおかしくありませんでした。無知だと思われるのを好まない人々がどうするか、ご存じでしょう。何がしかの立場にあると見なされている人々や、維持すべき地位を有する人々の場合はなおさらです。この人は、この地上の人々の間における地位にもかかわらず、自分が盲目であることを告白する人でした。彼は逃避や言い逃れを少しもせず、正直かつ率直に質問に直接答えます。「自分の読んでいる事がわかりますか、ですって？だれかが教えてくれなければ、どうしてわかるでしょう？」。次に、彼は率直に、さらなる情報、説明、照らしを乞い求めました。「預言者は誰について述べているのですか？」


  さて、これがとても単純なことは承知していますが、これは基本です。これはいかなる類の霊的理解についても基本です。これはあらゆる霊的知識の基礎であり、霊の事柄の発展の各段階を支配しています。この偉大な人物の謙遜さは、この物語全体の鍵です。彼は、知ったかぶりをしようとはしませんし、理解していないのに理解しているかのように他人に思わせようともしません。彼は自分が正真正銘実際にいるところから始めます。彼は心の中で、自分が理解していないことを承知していました。そこで、彼はそれ以外の印象を与えようとせず、それがまさに事実であることを知らせました。そしてこれが、完全に開かれた道を主に与えたのです。主がはるか昔にご覧になっていたもの、そして主が常々それに基づいて行動してこられたものは、これではなかったでしょうか？暗闇の中で光を求めている全く誠実で謙遜な人に出会うことを、主はご存じでした。そして主は、かなりの距離にわたって不思議な方法で主権的に動き、重大な措置を講じることができました。それらの措置は、この人に出会うために主によって取られた重大な措置でした。このような心の状態が主の側から何を可能にするのか、そして、このような心を見いだすとき、主はどれほどのことを行う用意があるのか、わかります。光を求める盲人、盲目であることを告白する人は、まもなく照らされた探求者になります。なぜなら、主はそのような人を暗闇の中に放っておかれなかったからです。主は彼に、彼が求めていた光をお与えになりました。


  「主は、彼が求めていたものよりも多くのものを、彼にお与えになった」と言えるのではないでしょうか？なぜなら、「彼が喜びながら彼の道を進み続けた時、彼は、出発の時に得ようとしていたものよりも多くのものを得たと感じていた」と言ったとしても、この物語に何も付け加えたことにならないと私は思うからです。常にこうです。主が事を行われるとき、彼はそれを適切に行われます。スポルジョン氏が言ったように、「私の杯は溢れており、私の皿も溢れています！」。主が事を行われるとき、彼はそれを十分に行われます。この人、照らされた探求者は、いっぱいに溢れる杯と共に進み続けました。当時の宗教的指導者たちが見ていなかったもの、示せなかったものを、彼は見るようになったのです。


  



  （ｃ）神に対して真剣な探求者


  



  しかし、彼に臨んだ光には、常にそうであるように、新たな要求が伴っていました。主から来る新たな光にはみな、新たな要求、実際的従順を求める要求が伴います。さて、これはこの物語全体の中で最も興味深く、最も有益な点だと思いますが、その詳細を見ることはしません。しかし、これについて述べることにしましょう。イザヤ書五三章はキリストを示しており、ピリポはその箇所からイエスを宣べ伝えました。すると、それに対する即座の反応が、「ここに水があります。私がバプテスマされるのに、何の妨げがあるでしょう？」でした。さて、イザヤ書五三章からどのようにしてこのような反応が生じるのかを理解するには、あなたはここで補足をしなければなりません。これはあなたにお任せします。これを見過ごさないでください。あなたはこれについて考えなければなりません。私が言いたいのはただ次のことです。すなわち、この人にそのとき与えられた啓示、彼の目の照らしには、従順を求める要求が伴っていたのです。そして、この照らされた探求者は、この天の幻に対して不従順になることなく、速やかにこの要求に応じ、彼の命令の道を疾走し、自分に臨んだ光にためらわず従ったのです。これに関するかぎり、すべてはとても単純です。しかし、これが事の本質です。私たちは暗闇から光に移る人を見ています。探求を終えて心をうっとりさせるような知識を得る人を見ています。私たちは、手探りしている人が、しっかりと把握している人に変えられるのを見ており、落胆した心の持ち主が、喜びながら自分の道を進み続ける人に変えられるのを見ています。これをこの人の側から可能にする二つのものがあります。一つは、自分の無知を隠そうとせず、知っている以上のことを知っているかのように見せかけようとしない、絶対的謙遜さです。もう一つは、自分に臨んだ光に対する速やかな従順です。あなたはこの人について、「ここに誠実な心の持ち主がいます」と言わなければなりません。


  そしてこれが、神が誠実な人々を取り扱われる方法です。彼らは光を得、喜びを得ます。


  この人から離れる前に、「この人は明らかに真剣な人である」と、この人について言うことにしましょう。私はこの人の、学びと行動に対する一途さが好きです。彼は正鵠を射ています。エチオピヤの風土の気力を失わせるような影響にもかかわらず、この人は霊的エネルギーを失いませんでした。彼はそれを克服し、神に対して真剣でした。妥協、いいわけ、そのようなものは、全く彼には見あたりません。彼はひたすら、知りえるものなら知ろうとしていましたし、照らされるためなら、なすべきことは何でもしようとしていました。


  さて、このように学んで会得しようと決意している人に対して、神はご自身を同じように示してくださいます。神が私たちに対していかなる方であるかは、私たちが神に対していかなる者であるかによります。神はどんな人にも決して借りをつくりません。もし、あなたや私が本当に神に対して真剣であり、神が私たちのために備えてくださっているすべてのもの、私たちが獲得して学ぶことを神が願っておられるすべてのものを得ようとしており、気取らずに全き謙遜の中で自分の実際の真の水準まで降りていこうとしているなら、また、主が示されるものは何でも、彼の恵みにより、ためらわずに行おうとしているなら、神は私たちに借りをつくることなく、私たちに最大限応じてくださることが後々わかるようになるでしょう。この人の物語は永遠に記録されます。それは聖霊の働きの書の中に記されています。「どうして、この人のことが記録に収められ、この人の物語が時の続くかぎり代々受け継がれて存続することになったのでしょう？」と問われるなら、その答えは私がいま述べたことです。彼は神に対して真剣な人であり、主に対して開いており、心が謙遜で、霊の中でへりくだっており、得た光に対して従順だったからです。


  



  聖霊

  （ａ）聖霊が要求される根拠


  



  さて、この物語の第二の当事者は聖霊であり、短く述べるだけで足ります。実際はもちろん、この件では聖霊が第一の当事者でした。しかし、私はここで聖霊を二番目に述べます。なぜなら、この順番でこの件を調べた方が、おそらく、より助けになるからです。聖霊はこのような人のことをご存じでした。聖霊はこのような人のことを常にご存じです。エチオピヤ人が聖霊に先立たなければならない、という感覚があります。私がこれで言わんとしていることを、あなたは理解しておられるでしょう。聖霊が真に御業をなせるようになるには、それに基づいて御業を行うことができるもの、ご自身の要求を満たすものを、聖霊は得なければならないのです。聖霊はこの人のことを、その探求と心をご存じでした。聖霊はこのような人々の居場所を常にご存じなのです。


  



  （ｂ）聖霊はどのようにして妨げられるのか


  



  このような言葉にはかなり大きな問題が関係していると思います。もし私たちがそれを知ってさえいれば、それを理解することにより、私たちの問題の多くは解決されるでしょう。私たちが常々直面している大きな疑問があります。光の中に飛び込んで進み続ける人がいる一方で、そうせずに、いつも後の方でぐずぐずしていて、決してそれ以上見ることがないように思われる人々がいるのはなぜでしょう？神の側にえこひいきがあるのでしょうか？神に選ばれた、ある種の選民がいるのでしょうか？神にはお気に入りがいるということなのでしょうか？私はそうは思いません。私は、その答えの大半はここにあると思います。すなわち、取り扱われるべきものを神はご存じなのです。人々は神に対して真剣でしょうか？障害物のない道を神は得ておられるでしょうか？神の妨げになるもので、土地はすでにふさがっているのではないでしょうか？何人といえども、神に対して本当に真剣なら、主がその人に得させたいと願っておられる光を得そこなうことはないと思います。聖霊は私たちのことをご存じです。聖霊は私たちの心の奥底を見ておられ、私たちが真剣かどうかご存じです。妨げとなるものが何か、また、どれくらい進めるのか、聖霊は正確にご覧になっています。なぜなら、主はだれも無理強いされないからです。もし私たちが自己で占有されており、自分のことにかかりっきりで、自分の周辺を巡って自己を中心としているなら、聖霊が機会を得られることはありません。私たちは自己の終わりに達しなければなりません。これが多くの人が抱えている問題です。彼らは自己の複合体で構成されており、絶えず堂々巡りし続けて、出発点に戻ってきてしまいます。彼らは自己の周囲を巡っており、疲れ切っています。間もなく彼らは一大衝突を起こすことになります。そして、彼らがそのために立っているはずのもの、また彼らが主のために代表しているはずのものが、すべてその衝突に巻き込まれ、彼らと共に倒れることになります。聖霊は障害物のない道を得ておられません。もし私たちがまっすぐ前進し続けようとするなら、この自己中心性という事柄に関するかぎり、私たちは道からどかなければなりません。私たちがどこにいるのか、聖霊は正確にご存じです。私たちが物事や宗教的事柄や伝統などによってがんじがらめになっていないかどうか、また、私たちがそれらのものにあまりにもがんじがらめになっているせいで、主に対して全く開かれておらず、さらなる光について考えられなくなっていないかどうか、聖霊はよくご存じです。私たちはそれをみな抱えていますし、私たちが関わっている私たちの民もそれをみな抱えています。私たちはその一部なのです！私が言わんとしていることを、あなたはご存じです。そのような状況にある人々に対して、聖霊は多くのことを行えません。聖霊はご存じです。「これでは何の役にも立ちません。そこでは多くのことを行えません。彼らはあまりにもがんじがらめです」というのが聖霊の姿勢です。しかし、もしすべてを水の中に置く用意が私たちにあるなら、主は進み続けることができ、障害物のない道を得ることができます。


  聖霊はご存じです。聖霊はあなたのことをご存じであり、私のことをご存じです。聖霊は、私たちが自分のことを知っている以上に、私たちのことをずっとよくご存じです。「自分たちは真剣です。長らく大いに祈ってきましたし、何かをしてくださるよう主に叫んできました」と私たちは思っていたかもしれません。しかし、私たちがまだ自己と自己追求の終わりに至っていないことを、聖霊はよくご存じです。彼がご自身の望むことを行えるようになるには、私たちを絶望に至らせるために、さらなる何かがなされなければなりません。しかし、聖霊はご存じです。これが大事な点です。聖霊はこの人のことをご存じでした。道に障害物がなかったので、取りかかるにはあまり多く行う必要はないことを、聖霊はご存じでした。そこで聖霊は、与えられたこの機会をとらえて、主権的に行動できました。彼はこの必要に応じるためにそれを行われました。


  



  人の僕


  



  さて、あまり時間を費やしたくないので、三者の当事者の三番目である、人の僕のピリポに移ります。この人により、一方で盲目の探求者は目を開かれ、他方で聖霊は御業を成し遂げることができます。私たちはみな、このような立場にありたいと願います。もしそうなら、真に誠実で純粋で真剣な男たちや女たちは、神がそう望まれるなら、僕である私たちを通して、自分たちの求めるものを見いだすことができます。他方、聖霊は、そのような必要をご覧になる時、私たちを器として用いることができます。ピリポのようであること、これ以上に望ましいことは確かにありません。


  しかしピリポの場合といえども、彼は機械の自動仕掛けだったわけでも、有無を言わさず用いられたわけでもありませんでした。主のための基礎となるものが、ピリポにはあったのです。とても単純なことですが、実際の生活と働きにおいては、さほど容易なことではありません。


  ピリポを聖霊は自由に用いることができました。しかも、ピリポには何の疑問もありませんでした。これを見るとき、彼の場合、これは大したことだったことがわかります。ピリポはサマリヤに下っていました。多くの人が主に立ち返っており、恵みの偉大な働きが進んでいました。あまりにも偉大な働きだったので、この状況に対処するため、エルサレムから使徒を遣わさなければなりませんでした。そして、第一にピリポがこの働きの主要人物でした。さて、あなたがこのような状況の中にある時、「さあ、ピリポよ、わたしはあなたに、この働きから離れて、街道を下ってほしいと思います。そこは荒野です。その理由や、わたしが行おうとしていることを、わたしはあなたに告げません。わたしが言うのはただ、荒野へ行きなさい、ということだけです」と主が突然言われたとしましょう。普通の人なら、大きな疑問を持ったかもしれません。「しかし、主よ、これはどうするのでしょう？しかし、主よ、この大きな機会の扉を見てください、私がしていること、私が携わっていることを見てください！もし私が離れたら、ここはどうなるでしょう？」。このような多くの疑問が湧いたでしょう。真剣に保留して、主の道を妨げることもできたでしょう。しかし、そんなことは少しも書かれていません。主が語られると、ピリポは主の意のままに何の疑問も抱かずに動きました。主のために自由であること、主に対して自由であること、そして、全く主の意のままであるがゆえに、困難を覚えることなく、どんなことからも離れて、全く新しい状況にも順応できること、これはなんと素晴らしいことでしょう。これは偉大なことです。ですから、ピリポを主は自由に用いることができたのです。盲目の探求者に視力をもたらし、人の必要に対する答えとなるだけでなく、聖霊の必要に対する答えにもなるという働き、この働きにおける一つの重要な要素は次のことです。すなわち、主の意のままに主の示唆にためらわず応答すること、遅れずに素早く応答することです。「主が語られました。ぐずぐずせずに取りかかって、主に責任を委ねましょう」。


  結果は良好であり、行っても全く大丈夫でした。さて、主は決してあらかじめ説明したりはされません。いったいどうなるのか、また何をしようとしているのか、主は決して私たちに前もって告げたりはされません。主は常に、主を信じる信仰に対する難問を、私たちに提示されます。主のどの要求にも、もしあなたに議論するつもりがあるなら、議論する余地が多々あります。人間的に言って、疑問を呈する余地が多々あります。御霊を知る人は、主の要求の正しさは速やかな従順によって立証されることを知っています。


  さて、これがこの物語です。単純な美しい物語ですが、照らしのための重要な数々の原則が込められています。人々が前進するのを見たいという願いがあなたにあるなら、これらの原則を主は必要とされます。もしあなたが進み続けることを望むなら、真に前進すること、また光と知識と主のさらに大いなる豊かさの中に飛び込むことは、これらの原則に基づいています。


  さて、この人をもう一度見てください。これは大いなる物語です。ご存じのとおり、聖書はエチオピヤを暗闇の象徴としています。しかしここでは、暗闇は光に、真昼の全き輝きに変えられます。なぜなら、キリストはこれだからです。そして、それがなされる基礎は、率直で、謙虚で、目的意識を持ち、誠実に探求する心です。


  主があなたに何を語っておられるのか、私にはわかりません。しかし私たち全員にとって、この問題全体の要かなめは、「ここに水があります！」ということです。バプテスマが要かなめである、と言っているのではありません。そうではなく、私が言っているのは、それはバプテスマによって示されている、ということです。すべてを墓の中に葬る覚悟が私たちにはあるでしょうか？自分の地位、自分の評判、自分の身分といったものに、私たちはしがみつくのでしょうか？それとも、それらをみな墓の中に葬ろうとしているのでしょうか？主がこの箇所で獲得した人は、「私がバプテスマされることは必要なのでしょうか？もちろん、主がそれを要求されるなら、私は恵みを求めます」と言うような人ではありません。そうではなく、「ここに水があります。何の妨げがあるでしょう？」と言う人です。これは全く別の立場です。「妨げがあったら何でも言ってください。そうすれば私はそれを片づけます」。このような精神を持ってください。「主が示される道を進み続けるうえで邪魔になるものが私にあるなら、私はそれを片づけます。ピリポよ、主は何を望んでおられるのでしょう？何か妨げになるものを、あなたは私に告げることができるでしょうか？」。ピリポは何の妨げも見いだしませんでした。それどころか、すべてが助けになるものでした。二人は一緒に下って行き、ピリポはこの人をバプテスマしました。主が私たちの心の中にこの意義を注入してくださり、霊的な意味で私たちを良きエチオピヤ人としてくださいますように。


  



  第５章 盲目の原因と理由


  
    しかし、石の上に刻まれた文字による死の務めでさえ栄光と共に来て、モーセの顔にあった消え去っていく栄光のゆえに、イスラエルの子たちが、彼の顔を見つめることができなかったのなら、まして霊の務めは栄光と共にないわけがあるでしょうか？罪に定める務めに栄光があるなら、義とする務めはなおさら栄光にあふれるのです。この場合、かつて栄光を受けたものは、さらにまさった栄光のゆえに、栄光のないものにされたからです。なぜなら、消え去っていくものに栄光があったとするなら、永存するものは、なおさら栄光の中にあるはずだからです。それゆえ、このような望みを持っているので、私たちは大いに大胆に語ります。そして、モーセが、消え去っていくものの最後をイスラエルの子たちに見せないように、自分の顔におおいを掛けたようなことはしません。ところが、彼らの思いはかたくなにされました。なぜなら、今日に至るまで古い契約を読む時、その同じおおいが残っており、そのおおいがキリストにあって取り除かれたことが、彼らには啓示されていないからです。かえって、今日に至るまで、モーセの書が朗読される時はいつでも、おおいが彼らの心に掛かっているのです。しかし、彼らが主に向く時はいつでも、そのおおいは取り除かれます。今や、主は御霊です。そして主の霊のあるところには、自由があります。しかし、私たちはみな、おおいのない顔をもって、鏡のように主の栄光を見つめつつ、栄光から栄光へ、主と同じかたちに変容させられていきますが、それはまさに霊なる主からです。（二コリント三・七～十八、改定訳）

    

    こういうわけで、私たちはあわれみを得て、この務めを受けたのですから、落胆することなく、恥ずべき隠れた事柄を捨て去り、悪巧みに歩まず、神の言葉を偽って扱うことをせず、真理を明らかにすることによって、神の御前で、すべての人の良心に、私たち自身を推薦しています。それでもなお私たちの福音が覆われているとするなら、それは滅びる者たちの場合に覆われているのです。この世の神は、彼らの中で、信じない者たちの思いを盲目にしてしまい、神のかたちであるキリストの栄光の福音の光を、彼らの上に照らさせないようにしています。というのは、私たちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、キリスト・イエスを主と宣べ伝え、また、私たち自身はイエスのためのあなたたちの僕であることを宣べ伝えるからです。「光が暗闇の中から輝き出よ」と言われた神は、私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださったからです。（二コリント四・一～六）

  


  私たちはこの集会で霊的視力という問題に取り組むよう導かれてきました。いま読んだこの聖書の箇所は、盲目と視力というまさにこの問題に触れている箇所です。


  第一に、ここには盲目という事実があります――「この時代の神が盲目にしてしまい」。次に、その原因があります――「この時代の神」。次に、その理由、目的があります。「神のかたちであるキリストの栄光の福音の光を、彼らの上に照らさせないようにしています」。そこで、私たちはこの順序で見ていくことにします。


  



  盲目という事実


  



  モーセの時代のイスラエルとパウロの時代の不信者たちとが比較されていることがわかるでしょう。どちらの場合も、彼らの心の上に、彼らの思いの上に、おおいが掛かっている、と述べられています。そのおおいはさえぎるものであり、排除するものであり、くらませる盲目性のものです。さらに、使徒がそれについて語る口調には、裁きと罪定めの響きがあります。モーセが律法を読む時、会見の天幕に集まったイスラエルについても、彼は次のような趣旨のことを述べています。「モーセが自分の顔におおいを掛けなければならなかったのは、彼らが彼の顔の栄光を見つめることができなかったからですが、それは実は、その栄光を見つめることが不可能だったからではなく、彼らの思い、彼らの心の状況のためであり、彼ら自身の内側の状態のためだったのです」。もし内側の状況が異なっていたなら、おおいは不必要だったでしょう。彼らは栄光を見つめ、光の中に住めたでしょう。しかし、おおいは、神の栄光を隠す内側の状態を示す、外側の表現だったのです。栄光を隠すことは、決して主の望みではありませんでした。むしろ、それを現すことが主の望みでした。主の望みは、人がその中に住んで、それを享受することであり、また、神と人との間におおいが全くないことでした。神と人の間には常におおいがありましたが、それは神が望まない状態のためだったのです。


  



  人を盲目にする不信仰の力


  



  ですから、この暗闇、この盲目、このように神の栄光を隠して排除するものは、罪定めと裁きの下に立たなければなりません。モーセの時代のイスラエル、パウロの時代に似通った状況にあった人々、そして、そのような状況の中に現在いる人々の場合、その内側の状況はいかなるものでしょう。イスラエルに関して述べられていることからよくわかるように、おおいのように働くこの内側の状況とは何でしょう。度し難い不信仰です。イスラエルを盲目にしたのは、度し難い不信仰でした。しかし、こう言っても全く助けになりません。これは事実を、重苦しい事実を述べたにすぎません。私たちは自分自身の心を十分よく知っており、私たち全員の心の中に度し難い不信仰があることを承知しています。そこで、なぜこのような不信仰があるのか、また、その性質はいかなるものか、私たちは理解したいと思います。それは、どうしたらこのおおいを取り除けるのか、どうしたらこの不信仰を対処して、主の栄光を見つめ、永遠の光の中に住めるようになるのかを、見いだすためです。


  



  復活の立場の上にある光


  



  さて次に、主が今も昔もイスラエルに対してしようとしてこられたことを、再び見ることにしましょう。これをこう述べることができます。すなわち、主は、彼らが自分の心、霊、生活の中で、復活の立場を取るよう、常に努めてこられたのです。これは最初、エジプトにおける過越で明らかにされました。その時、エジプトの全家庭の長子がほふられました。この恐ろしい晩、死が至る所にありました。しかし、イスラエルはそうではありませんでした。あまりにも皮相的ですが、イスラエルはこれを免れた、と考えられています。イスラエルの長子はほふられず、エジプトの長子だけがほふられた、というのが通常の皮相的な考えです。しかし、全イスラエルの長子がほふられたのです。違いは、エジプトの長子は実際にほふられたけれども、イスラエルの長子の場合は身代わりがほふられたことです。イスラエルの各家庭で、あの小羊が各家族のためにほふられた時、あの小羊が代表として全エジプトの長子と同じ裁きを通り、この代表である小羊によりイスラエルは死から命へ移ったのです。あの小羊により、イスラエルは仮想的に死を通って復活の立場にもたらされました。エジプトには復活の立場が全くありませんでしたが、イスラエルにはありました。これが相違です。しかし、みなが死んだのです。一方は実際に死に、他方は身代わりが死にました。このように、神は、イスラエル国家設立当初から、彼らを復活の立場の上に確立しようとしてこられました。これは死が生じたこと、終止符が打たれたことを意味します。一つの体制が完全に終わり、別の全く異なる体制が始まりました。この新しい体制の中で、この新しい立場に基づく地位を彼らに得させること、これが過越における神の大いなる働きであり、その意義でした。イスラエルの全世代、その歴史全体を通して、確立されたしきたりとして過越の祭りを毎年守ることは、彼らが別の体制、復活の体制に属していることを示す神の方法でした。暗闇がエジプト全家の中にあり、エジプト全土を覆っていましたが、イスラエルの子たちの住まいには光がありました。なぜなら、光は常に復活の立場の上にあり、復活の立場の上にしかないからです。


  次に、紅海で、死をくぐって復活に至るという、この同じ大いなる原則が繰り返されました。エジプトは再び呑み込まれましたが、イスラエルは救われました。彼らはみな同じ海の中に入りました。しかし、イスラエルの場合、反対側に火の柱があり、それが復活の立場の上で彼らの光となります――この雲の柱は光と命の霊です。彼らは神の命令により、過越の祭りを毎年守りました。それは、彼らの国家基盤に関する証しを維持するためでした。


  次はヨルダン川でした。これは同じ原則の繰り返しにすぎません。今これが必要なのは、彼らのありのままの状態のためではなく、彼らがこれを認識するためです。過越と紅海で神が行われたことの意義を、イスラエルがエジプトと紅海で主観的に理解していたかどうかは疑問です。しかし今、その必要性を彼らは主観的に自覚します。彼らにとって四十年間は発見の日々であり、ついに彼らは同意します。彼らは、光の中に住むには全く別の立場が必要であることを、神に同意します。神は粘り強く、あらゆる手段を尽くして、イスラエルに復活の立場を取らせようとしてこられたこと、そして、イスラエルをその上にとどまらせようとしてこられたことがわかります。これにより、あらゆる天然的立場から完全に切り離されます。彼らの度し難い不信仰の主要な構成要素は、彼らが非復活的立場、天然的立場にしがみついていることだったのです。


  



  天然的立場の上で生きる結果


  



  天然的立場とは何でしょう？イスラエルを見れば、天然的立場とは何か、とてもはっきりとわかります。天然的立場とは、常に物事を自分に引き寄せることであり、また、「それは自分にどう影響を及ぼすのか」という自己の観点から万事を眺めることです。まさに最初から、これはそうだったことがわかります。たしかに、もちろん、最初の解放は私たちに良い影響を及ぼし、それで私たちはとても幸せでした。この紅海での力強い解放は私たちにとって良いものであり、それで私たちは今日喜びでいっぱいです。自分たちに都合がいい間は、常にそうです。しかし、試練に遭うこと、自分にとって益になるかどうかあまり定かではない場所に明日連れて行かれることがわかったとたん、歌はやみ、喜びは失せ、つぶやきが入り込みます。「彼らはつぶやいた」。彼らはつぶやいたと何度記されていることでしょう！なぜでしょう？彼らが肉の立場、天然的立場を取ったためです。これは一言で言うと、「それは自分にどう影響を及ぼすのか！」を意味します。これが天然的立場であり、この立場の上では常に不信仰が生じます。


  不信仰の力はまさにこれです。個人的な天然的関心や配慮、自分の損得に照らして物事を見ることです。このような類のことが一瞬でも入り込むのを許すなら、間もなくあなたは疑問や疑いを発し始め、不信仰に陥ってしまいます。なぜなら、信仰の本質はその正反対だからです。状況があなたやあなたの利益とは反対の方向に進んでおり、また自分の命とすべての持ち物を失おうとしていたとしても、それでも神を信じ、神に信頼すること、これが信仰の本質です。しかし、太陽が照り輝き、すべてが順調に行っている間だけ神を信じるというのであれば、その信仰は真の信仰ではありません。イスラエルは執拗に天然的立場に陣取ったので、信仰よりも不信仰の方に多く陥りました。彼らを盲目にしたのはこれでした。ですから、人を盲目にするこの不信仰は、それを分析すると、復活の立場以外の立場を取ることにほかなりません。つまり、神が呪いの下に置かれた立場、神が禁止された立場、神がその上に「立入禁止！」という信者に対する警告を刻まれた立場を取ることです。もし、自己利益、世的配慮といったこの領域全体にわたって散りばめられている神のこれらの警報を、私たちが自分の心の中で見ることができてさえいれば、私たちは自分の生活に訪れる不幸の大半から救われていたでしょう。


  さて、この天然の命はことごとく、人を盲目にします。そして、天然によって支配される度合いが、盲目さの度合いです。神の霊は言われます、「天然の人は神の霊の事柄を受け入れません（中略）それらを知ることができません。なぜなら、それらは霊的に識別されるものだからです」。または、「霊の人によって識別されるものだからです」（一コリント二・十四）。天然の命はことごとく、人を盲目にします。その立場を占める度合いが、盲目さの度合いです。イスラエルがこの立場を離れて復活の立場に移ること、天然によってではなく御霊によって治められるようになることを、神は求めておられました。御霊によって治められることは、光の中を歩むことを意味し、光を持つことを意味し、見ることを意味します。


  



  御霊による生活


  



  「今や、主は御霊です。そして主の霊のあるところには、自由があります」（二コリント三・十七）。何からの自由でしょう？おおいからの自由です。「主に向く時、そのおおいは取り除かれます」。束縛、制限は取り除かれます。「主は御霊です」。天然の命を脇にやって、復活の立場である御霊の立場の上に在ることは、盲目から解放されて、光の中に在ることです。御霊による生活です！宗教は必ずしも照らしを与えませんし、聖書を持つことですら、必ずしも光を持つことではありません。これをイスラエルは永遠にわたってはっきりと宣言します。「モーセの書が朗読される時、おおいが彼らの心に掛かっているのです」。「モーセの書が朗読される時……」。彼らが毎日朗読していた聖書と預言者たちの書について、パウロは強烈な言葉を述べました。すなわち、彼らはそれらの意味するところを知らず、それらの示すところを理解せず、依然として盲目の中に、暗闇の中にいる、と述べているのです。聖書を持つことですら、必ずしも光を持つことを意味するわけではないのです。


  このコリント人への第二の手紙のメッセージは、不信者たちに宛てられているのと同じように、クリスチャンたちにも宛てられています。不信者ほどではないにせよ、おおい、盲目、見ることに関するこのメッセージは、クリスチャンたちにも宛てられているのです。というのは、天然の命から完全かつ決定的に解放されているクリスチャンはどこにいるのでしょう？結局のところ、照らしは相対的なものです。つまり、「多いか少ないか」の問題です。ですから、光の中を歩みなさい、御霊によって生きなさいという、信者に対するこれらの強い促しや勧めがあるのです。なぜなら、そうすることによってのみ、霊的視力と理解力というこの事柄は発達・発展するからです。御霊による生活――これは復活の立場に基づく生活の別の言い方にすぎません。


  これまで述べてきたことはこうです。すなわち、天然の生活全体に広まっているこの盲目性が作用して力を持つのは、当事者の側がこの天然の命を選択して受容することによります。これは必要なことではありませんし、神の御旨でもありません。神の願いは、私たちが光の中に住むことであり、私たちが彼の栄光を見ることであり、全くおおいがないことです。おおいが取り除かれること、これが神の願いです。しかし、ある大いなることが必要です。すなわち、私たちがあの過越に至ること、あの死に至ることが必要なのです。この死は天然の命に対する死であり、全く新しい命、御霊の命をもたらします。その命により、新しい機能、新しい力、見るための新しい能力が生み出されます。これはとても重要です。私は利用可能な残り時間をすべてこれに費やすこともできます。これは主の民である私たちにとって、それほど重要なのです。


  聖書を持つ主の民、また聖書を文字としてよく知っている主の民は、もし彼らが真にキリストと共に十字架につけられており、彼の死の中で死んで、彼と共によみがえらされ、御霊を受けて、自分の住まいの中に光を持っているというなら、いつこれを理解・認識するようになるのでしょう？「彼から受けた油塗りが、あなたたちの内に住んでいます。あなたたちはだれからも教えてもらう必要がありません。（中略）彼の油塗りが、すべてのことをあなたたちに教えます」（一ヨハネ二・二七）。信者たち、クリスチャンたちは、いつになったらこれを理解するようになるのでしょう？聖書を文字として知っているクリスチャンたちは、自分たち自身の霊的知識に決定的影響を及ぼす事柄に関して、どうして他人の助言を求めてあちこち駆け回らなければならないのでしょう？私は助言を受けることが悪いと言っているのではありません。また、経験を積んだ他の神の子供たちが諸々の事柄に関してどう考え、どう感じているのかを知ることが悪いと言っているのでもありません。しかし、もし彼らの結論に基づいて自分の立場を築こうとしているのなら、私たちは大きな危険の中にあるのです。あらゆる問題に関して最終的権威を持っている審判者は、神の霊、油塗りの霊です。私たちは互いに助けを受けることができます。しかし、私が言っているからという理由で、私が言っていることの上にあなたの立場を築かないよう私は望みます。そうしないでください。私はあなたにそうしてほしくありませんし、そうするようあなたに求めたりもしません。私が言っているのはこういうことです、「耳を傾けて注意してください。それから、最終的権威を持つ方の所へ行ってください。この方は、もしあなたが神の子供なら、あなたの内におられます。この方に真理か否かを確証するよう求めてください」。内住の光の霊、神の霊の光の中に在ることは、あなたの権利であり、あなたの生得権であり、すべての神の子供の生得権なのです。


  私は疑問に思うのですが、もしパウロが彼が取った道とは反対の道を取っていたら、どうなっていたでしょう？「生まれた時から私を選び分けてくださった神が、御子を私の内に啓示することをよしとされた時（中略）直ちに私は血肉と相談もせず、また、私よりも先に使徒とされた人たちに会うためエルサレムにも上らず、アラビヤに出て行きました」（ガラテヤ一・十五～十七）。もし彼がエルサレムへ上って行き、彼よりも先に使徒とされた人たちの前に何もかも示していたら、何が起きていたでしょう。続いて起きた出来事から、彼らが彼に言ったであろうことがわかります。「まあ、気をつけなさい、パウロよ！あなたの話だと、ダマスコへ行く途上、イエスがあなたに異邦人の所へ行くことについて何か話されたそうですね。気をつけなさい！」。彼らは、異邦人に対する働きから、彼を引き止めたでしょう。後に何が起きたか、あなたはご存じです。数年後、この点に関して、ペテロがどのように偽りの中に陥ったのか、あなたはご存じです。エルサレムで彼よりも先に使徒になった人たちが、異邦人に関するこの問題に関して、いかに絶えず気難しかったか（注意深かったか）、あなたはご存じです。もしパウロが彼らに屈服していたら、異邦人への偉大な使徒は存在していなかったでしょうし、奥義の啓示、ユダヤ人もギリシャ人もキリストにあってみな一つであるという啓示を持つ、キリストのからだの偉大な使徒も存在していなかったでしょう。彼はこれに関して、自分よりも先に使徒とされた人たちに屈しませんでしたし、自分が正しいのかどうか、これが健全なのかどうか、彼らに尋ねたりもしませんでした。ああ、そうしなかったのです！彼はダマスコで油塗りを受けました。アナニヤが彼の上に手を置いて、彼は御霊を受けました。その日から、兄弟たちと交わりを持つ用意が彼にはありましたし、そうすることは彼にとって幸いなことでもありました。彼は決して上位の立場、独立した立場を取りませんでしたし、常に集会に対して開いていましたが、それでも彼は御霊によって治められている人だったのです。


  私が言っていることをどう受け取るか、あなたは注意深くなければなりません。これを私は承知しています。あなたが聖霊から独立して自立している人ではなく、完全な交わりと謙遜と従順と開かれた心を保っており、御霊が真理を証しされる時、他の人たちを通して語られるかもしれない言葉に進んで耳を傾けて従おうとしている人である時だけ、あなたは安全でしょう。しかし、これはすべてあなたの内側の状態にかかっているのです。あなたが立っているのは天然の立場でしょうか、それとも、霊の立場でしょうか？旧創造の立場でしょうか、それとも、復活の立場でしょうか？しかし、あなたが復活の立場――そこでは天然の命ではなく御霊が支配されます――の上に立っているなら、愛する者よ、あなたは権利、特権、祝福を持っています。御霊があなたの心の中で証ししてくださり、また、あることが正しいか間違っているかについて、油塗りがあなたにすべてを教えてくれます。主の民はいつになったらこれを知り、これを認識するようになるのでしょう？


  主が彼らに与えようとしておられる光の多くを奪っているのは、常にこの別のものであることがわかります。主は御子を知るさらに豊かな知識と、さらに豊かな霊的理解力に彼らを導こうとしておられるのですが、彼らは自分たちの内にある賜物を無視しているのです。彼らは、照らし手であり、教師であり、指導者であり、導き手であり、審判者である、聖霊を無視しています。彼らは、この人やあの人、この権威やあの権威の所へ行き、「あなたはこれについてどう思われますか？間違いであるとあなたが考えておられるなら、私はそれに触れません！」と言っています。こうすることは霊的知識にとって致命的です。これは天然の立場に行くことです。


  さて、私たちがこの立場から離れることを、主は望んでおられます。復活の立場を占めるというこの問題、また、御霊による命を生きるというこの問題は、神の御子を知る完全な知識に至るうえで最も重要です。これについてなんと多く話せることでしょう！権威を持っているのは誰なのか、気をつけましょう。多くの親愛なる神の子供たちは、個人的にも団体的にも、悲惨な痛ましい束縛、制約、混乱に陥っています。それは、人間的権威、この大指導者やあの大指導者、神に大いに用いられた人物、霊的光をたくさん持っていた人物の所へ、彼らがいつも戻って行くからです。方々ほうぼうの神の僕が持っていたよりも「多くの光と真理を、主は御言葉からさらに解き放たれます」。私の言っていることがおわかりになるでしょうか？私たちは敬虔な人々に与えられた光の恩恵をすべて受け取りますし、真の光から益を受けることを求めます。しかし、私たちは決して束縛に陥りませんし、「この件はこれで終わりです！」とも言いません。決してそうしてはいけません。私たちは自分の復活の立場を維持しなければなりません。誰がこれを知り尽くせるでしょう？別の言い方をすると、誰が復活したキリストの意義を知り尽くせるでしょう？彼は無限の貯蔵庫であり、広大な土地です。復活したキリストの意義を知り始める以上に先に進んだ人は、いまだかつて一人もいません。だれよりもその意義を知っている人がいたとすれば、それはパウロだったと思います。しかし最後まで、牢獄の中から、彼はなおも叫びます、「それは私が彼を知るためです！」「私は、私の主キリスト・イエスを知る知識の卓越性のゆえに、すべてのことを損失であると勘定します。その方のために、私はすべての事で損失を被りましたが、それらをちりあくたと勘定します」（ピリピ三・八）。彼は、「十四年前、私はキリストにある一人の人を知っていました。その人は第三の天に上げられて、語ることのできないもの、人が語ることを許されていないものを示されました」（二コリント十二・二～三）と言うことができました。このような生涯のまさに最後の時、「それは私が彼を知るためです！」と彼はなおも叫んでいるのです。私は言いますが、何人も、またパウロといえども、復活したキリストを知り始める以上に進んだ人はこれまでだれもいません。「目が見たこともなく、耳が聞いたこともなく、人の心に思い浮かんだことのないものを、神はご自身を愛する者たちのために備えてくださいました。しかし、神は私たちに、御霊によってそれらを啓示してくださったのです」（一コリント二・九～十）。御霊は私たちに啓示するべき無尽蔵の富を持っておられることがわかります。さて、いかなる形であれ天然の立場を取ることによって生じる盲目については、これくらいにしましょう。


  



  盲目の原因


  



  原因に関して、一言、二言述べましょう。「この時代の神が盲目にしてしまい」。この句には二つの点があります。第一に、結局のところ、この盲目はたんなる天然のものではなく、超自然的なものです。「天然は人を盲目にする領域である」と言っても、すべてを言い尽くしたことにはなりません。そうです、この盲目に関しては、それより遙かに邪悪なものがあります。それは超自然的盲目ですが、邪悪な超自然的盲目です。それは悪魔の働きです。霊的視力を与えることが常に、このように恐ろしい戦いを伴う困難なものであるのは、一つにはこれが理由です。戦うことなく、代価を払う必要に迫られることなく、大いに苦しむことなく、御霊によって真に見えるようになり、理解するようになった人は、これまでだれもいません。真の霊的照明と照らしには、必ず代価が必要です。そのためにパウロは、聖徒たちが関与する所では、大いにひざまずかなければなりませんでした。「私はひざをかがめて祈ります。どうか私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えてくださいますように」（エペソ一・十七）。これは祈り抜く必要があることです。また、エペソ人への手紙の中の祈りが、六章に啓示されていることとの関連で多く現れるのは、意味のないことではありません。「私たちの格闘は（中略）主権者たちに、権威者たちに、この暗闇の世の支配者たちに、天上にいる悪の霊の軍勢に対するものです。ですから、神の武具をすべて取りなさい」――色々とあります――「……すべての祈りと嘆願によって受け取りなさい。どんな時も御霊の中で祈りなさい」（エペソ六・十二～十八）。「この暗闇」――「つねに祈り」「私は祈ります。どうか彼が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えてくださいますように」。これはすべて一つであることがわかります。しかし、これは一体どうしてでしょう？その理由はこのこと、「この時代の神」にあります。この霊的盲目という問題では、私たちは超自然的存在に立ち向かっているのです。私たちは悪の宇宙的な全勢力に、人々を盲目にしておくために働いているこれらすべての知的存在に立ち向かっているのです。


  真の霊的視力を持つことは、決して小さなことではありません。それは力強い勝利を意味します。受動的に座して、口を開いてその到来を待っているだけでは、それは決してあなたに臨みません。これに関して働かなければならないのです。あなたが霊的理解力を求めて本気で出て行くとき、あなたはこの時代の神の全勢力に立ち向かうことになります。それは超自然的戦いです。ですから、真の啓示の務めになる務めはすべて、戦いで取り囲まれるでしょう。戦いが先立ち、その最中に戦いが進行し、その後に戦いが続くでしょう。そういうものなのです。


  次に、ここであなたは光に関して働く必要があります。あなたが何かを聞く時、「自分は聞いたから、理解している」と当たり前のように思ってはなりません。主があなたに解き放とうとしておられるものの中に入り込めるように、また、「自分はそれを言葉として聞いたから、今やわかっている」と思い込んで自分を欺かないように、あなたは後でしっかりと主と交渉しなければなりません。あなたはそれを理解していないかもしれないのです。それはまだ光を放っていないかもしれませんし、この件では戦いが必要かもしれないのです。


  私たちがこれを知ってさえいれば。私たちの生活に生じる戦いの大半には理由があります。神が求めておられるのは、私たちに道を進ませること、ご自身に対して私たちの目を開くこと、御子の光の中に私たちをもたらすことです。神は私たちの霊的水平線を広げようとしておられます。すると、敵がそれに反対して出てきて、できることならそれを得させまいとします。戦いが生じます。私たちはそれを理解しないかもしれません。しかし、とても多くの場合、たいてい、それはこういうことです。つまり、主は何かを求めておられるのですが、サタンは「できることなら、彼らがそれを見ないようにしよう！」と言います。ですから、大きな戦いが生じるのです。照らしが超自然的であるように、この盲目も超自然的なのです。


  「この時代の神」！この名称は、一つ以上の期間を意味するのかもしれません。それは全期間を意味するのかもしれません。なぜなら、サタンは初めに人に対する王権を獲得したからです。サタンが求めていたのは、神の地位を得て人の生活から宝船（worth-ship）を得ること、神となって礼拝（worship）を受けることでした。これはまさに人が所有している価値あるものを自分のものとすることを意味します。神が人を造られた目的は、神の喜びと栄光のために、神にとって価値あるものを神にもたらす乗り物とすることでした。それは神が人から宝船を得るためだったのです。するとサタンは言いました、「私があの宝船を奪ってやろう。神はあの被造物に何かを与えて、自分のために何かを得ようとしている。私がそれを奪ってやろう！」。ですから、園で起きたことはみな、人の心と人の思いの中で神に取って代わるためのサタンの方法だったのであり、神の権利であるもの――礼拝――を人から得るためのサタンの方法だったのです。こうして、人の同意と堕落により、サタンはこの世で神たる身分を獲得し、それ以来ずっとそれを保持しています。「この時代」とは、この世の行程をまさに意味します。「この時代の神」！


  さて、サタンの神たる身分に対する最大の脅威は霊的照らしです。一度あなたの目が開かれるなら、彼はその立場を長く保持することはできません。ああ、一度心を照らされるなら、サタンの力は直ちに砕かれます。ですから主が、ダマスコへの途上、パウロに次のように言われたのは、この事実と首尾一貫しています。「わたしはあなたを彼らに遣わします。それは彼らの目を開き、彼らが暗闇から光へ、サタンの力から神へ立ち返るためです」（使徒二六・十七～十八）。暗闇から光へ、サタンの力から神へ、この二つは共に進みます。繰り返しますが、サタンとその地位に対する最大の威嚇、最大の脅威は、霊的照らしです。ですから、この時代に彼の地位と神たる身分を永らえさせて維持するための立場を、彼は見いださなければなりません。では、これに関して、どんな立場が彼を満足させるのでしょう？その答えは、天然の立場です。天然の立場の上に行くなら、あなたはサタンに所有権を与えることになります。私たちがそうするたびに、サタンの支配力は強まります。


  



  サタンの盲目にする働きの目的


  



  さて、三番目の点に少しだけ言及して、ヒントを与えることにします。このサタンの盲目にする働きの理由、目的は何でしょう？それは、「神のかたちであるキリストの栄光の福音の光を、彼らの上に照らさせない」（二コリント四・四）ためです。キリストの栄光、キリストの栄光の福音、キリストの栄光の福音の光、神のかたちである方が、彼らを照らすことがないようにするために、また、それらを彼らの上に照らさせないために、この時代の神は彼らを盲目にしたのです。


  では、その目的は何でしょう？それは神の御旨により御子が万物の相続者として定められた永遠の昔にまで遡ります。神と等しい方が万物を相続することになりました。これが天に知れ渡った時、天使の軍勢のひとりの心の中に罪が見いだされました。その罪とは高ぶりであり、それと同じ身分を願い、その相続権を欲するものでした。彼の心は高ぶり、「私は自分の王座を神の星々の上に高く上げよう（中略）私はいと高き者のようになろう」（イザヤ十四・十二～十四、エゼキエル二八・十一～十九）と言いました。このように言うことにより、彼は神の御子に対する妬みをあらわにしました。そして、彼の心のこの罪により、この高ぶりにより、彼の心のこの妬みにより、彼は天での地位を失いました。彼は下って来て、あらゆる時代にわたって憎しみの道を進み続けています。それは、できることなら人々が御子を見ることがないようにするためです。キリストの栄光の光が人々を照らすことがないように、彼は人々をくらまして盲目にしています。それは御子を排除するためです。


  大いなる知性と理解力を持つサタンが、「もし人々が御子を見るようなことがあれば、それは起こりうる最悪のことである」と認識しているとしたら、これは確かにキリストに関するかぎり何か重大なことを意味します。神の御旨はすべてこれと密接な関係にあります。この世界、この宇宙を創造した神の大いなる御旨は、すべてこれにかかっています。それはすべて御子に与えられており、もし人々が御子を見るなら、神は目標に到達し、御旨を達成されるのです。「そんなことがあってはならない、人々が御子を見るようなことがあってはならない！」とサタンは言います。この時代の神は、人々の思いを盲目にしています。それは、神のかたちであるキリストの栄光の光を、彼らの上に照らさせないためです。


  ですから、御子を見ることはなんということでしょう！今は、このかぎりなく重要な点を扱えません。しかし、こう述べて終わることにしましょう。私たちがついに顔と顔を合わせて彼を見るようになる時、さえぎるおおいが全く少しもなくなる時、宇宙中になんと大きな叫び声が上がることでしょう。その時、神は御旨を成就されます。御子が現れ、御子が見えるようになります。私たちが彼を見る時、「私たちは彼のようになります。なぜなら、私たちはありのままの彼を見るからです」（一ヨハネ三・二）。「御子のかたちに同形化されるよう、あらかじめ定められました」（ローマ八・二九）。神が私たちを造られたのは、このためです。しかし、ああ、いま見ること、そして絶えず見て、完成の日に至ることが必要です。なぜなら、私たちが御子のかたちに変えられるのは、私たちが御子を見る時だからです。


  立ち去る時、私たちの唇と私たちの心にあるのは、どのような祈りでしょう？「『私たちはイエスを見たいのです！』。どうかこれをたんなる感傷にはしないでください。どうかこれを絶えざる叫びとし、絶えずこれを追い求めさせてください。この宇宙における神の御旨はすべて、彼を見ることにかかっているのです」。


  



  第６章 神の子であるキリストの栄光を求めること


  
    神は（中略）この終わりの日には、御子にあって私たちに語られました。神は御子を万物の相続者と定められました。（ヘブル一・一～二、改定訳）

    

    ……御子の王国（中略）御子は、見えない神のかたちであり、全被造物の中で最初に生まれた方です。なぜなら、万物は、天にあるものも地上にあるものも、見えるものも見えないものも、位も、主権も、支配も、権威も、すべて御子にあって創造されたからです。万物は彼を通して、彼のために創造されました。また、御子は万物より先に存在し、万物は彼にあって存在しています。（コロサイ一・十三～十七）

    

    ……キリストの栄光（中略）私たちは（中略）キリスト・イエスを主と宣べ伝えます。（二コリント四・四～五）

    

    初めに、ことばがあった。ことばは神と共にあった。ことばは神であった。（中略）万物は彼を通して造られた。造られたもので、彼なしで造られたものはなかった。彼の中に命があった。この命は人々の光であった。（ヨハネ一・一、三～四）

    

    なぜなら、父は子を愛して、ご自身が行われるすべてのことを子に示されるからです。また、これらよりもさらに大いなるわざを子に示されるので、あなたたちは驚くでしょう。なぜなら、父は死人を起こし、彼らに命をお与になるように、子も自分が与えたい人に命を与えるからです。（中略）なぜなら、父は、ご自身の中に命を持っておられるように、子にも与えて、自分自身の中に命を持つようにしてくださったからです。そして、子は人の子であるので、子に裁きを行う権威をお与えになりました。（ヨハネ五・二〇～二一）

    

    世が存在する前に、わたしがあなたと共に持っていた栄光。（ヨハネ十七・五）

  


  霊的視力が必要な、三つの主な方面があります。一つ目は、神の計画におけるキリストの立場と意義に関してです。次に、この計画における人の立場と意義に関してです。そして三つ目は、この宇宙における悪の霊の勢力の現実、方法、目的に関してです。この三つが聖書の大半を含んでいます。ここでは、この中の最初の点に取り組むことにします。


  



  キリストの立場と意義


  



  キリストのパースンと御業には二つの面があります。（１）神の御子であるキリストと、（２）人の子であるキリストです。神の御子であるイエスについて、聖書の中に述べられていることや暗示されていることをすべて一緒にすると、一つの総括的結論に導かれます。それは次のとおりです。すなわち、神にのみ属している数々の権利や特権が神により御子の中に与えられていること、また、御子によらなければ神を個人的にはっきりと知ることはできないよう、神がご自身を制限されたということです。御子から離れては、神に近づくことも、個人的に神を知ることも、交わりを持つこともできません。「わたしによらなければ、だれも父に来ることはできません」（ヨハネ十四・六）。「子と、子が父を啓示しようとする者のほかは、父を知る者はいません」（マタイ十一・二七）。この啓示は御子の中にだけあります。「わたしを見た者は、父を見たのです」（ヨハネ十四・九）。次に、私たちは、「御子に与えられている、これらの独特な、神にのみ属する権利とは何か？」と問わなければなりません。


  



  命の特権


  



  実際に命を相手にするようになるとき、私たちは神を相手にするようになります。命が少しでもある間は、人のための余地が残されています。人は助けや刺激や養いを与えることができますし、命と協力することもできます。しかし命が去るなら、人にはどうしようもなくなって、神だけの問題になります。ただ神だけが、その状況を取り扱うことができます。ある世代全体にわたって、この問題が戦いのように荒れ狂いました。その大半は一人の人――ルイ・パスツール――を巡って荒れ狂いました。彼の存命中ずっと、自然発生に関する問題が燃え上がり、噴出して、人々は学派に分かれて激しく敵対しました。しかし、彼が亡くなる前に、この問題は決着がつきました。命は命によってのみ生じるのであって、決して死からは生じません――これは自然の領域ではそうです。今日、そう信じない知識人はいません。したがって、超自然的事柄のための余地が広く残されています。そして、死からの命は神の独壇場です。天然の事柄に言えることは、霊の事柄にも言えます。私たちが魂と体の命として全員共通して持っている命には、先に述べた法則が成り立ちます。しかし、それとは別の命、非受造の命、神の命、いわゆる霊の命があります。これは全く別の命です。ここには百人以上の人々が集まっているかもしれません。彼らはみな、この第一の意味では生きています。しかし、ほんの数人しか、この第二の意味では生きていないかもしれません。大多数の人は、魂と体の命の中でとても活発ではあるものの、非受造の神の命に関しては全く死んでいるかもしれません。このように人々は分類されます。このようにこれらは、全く異なる二つの創造体系であり、種族なのです。


  魂の不死性について、多くのことが述べられてきましたし、書かれてきました。不死性と継続性は全く別のものです。不死性は神の特権であり、特徴です。「ただひとり不死性を持つ方」（一テモテ六・十六）。不死性は神の命の特徴たる性質です。それは、肉体の腐敗や墓をたんに生き長らえることよりも、もっと遙かに高度なことです。不死性や不死の命を持たずに、肉体の腐敗や墓を生き長らえるのは、とても恐ろしいことにちがいありません。それは聖書が――比喩的に――「裸」や「恥」という言葉で意味していることです。ですから使徒は不死性のことを、「上に着せられる」こととして述べています。それは、「死すべきものが命によって飲み尽くされるため」です。


  ですから、この命を与えられるのは、ただ神だけです。そして、この命を持つ人々は、それにより、内なる実際という点で、他のどの人々とも異なります。「栄化」されることの意味は完全な変容ですが、彼らにはそのための基礎があるのです。


  しかし、特に述べたいのは次のことです。すなわち、神はこの命を御子イエス・キリストの中に与えられたということ、そして、彼によらずにそれを受けることはできないということです。「父は、ご自身の中に命を持っておられるように、子にも与えて、自分自身の中に命を持つようにしてくださったからです」（ヨハネ五・二六）。「父は死人を起こし、彼らに命をお与えになるように、子も自分が与えたい人に命を与えるからです」（ヨハネ五・二一）。キリストの栄光の福音とは、彼を信じる者たちに永遠の命、不朽不死の命を与えることのできる栄光を、神は彼に与えられたということです。「この命は御子の中にあります。御子を持つ者は命を持ちます」（一ヨハネ五・十一～十二）。一度この命を与えられるなら、人々に対する神の輝かしい御思いや御旨は、すべて実現され始めることになります。ですから、キリストと共に到来するのは、新創造の命であり、新宇宙の命です。すべては生物学的原則にしたがって実現されることになりますが、これは性質、容量、意識という点で、他のどの命とも異なる命です。それは特に神ご自身の神聖な命であるため、神との真実な内なる交わりの基礎であり、絆でもあります。このように、キリストの計り知れない決定的重要性がわかります。


  生き生きとした積極的な方法でキリストを受け入れることは、命を受け入れることです。これは、私たちの構成中の内なる隠れた部分に違いが生じることを意味し、他の人々には許されていない可能性の道に入ることを意味します。


  キリストを拒絶すること、無視することは、神が人を創造して信仰の試験を人に課したとき意図しておられたものを、すべて失うこと、すべて逃すことです。ここに、言い逃れや先送りの計り知れない危険性があります。いつこの命が人に差し出されるのか、人にはわかりません。キリストが差し出される時、その時こそ、私たちが受け入れるか拒否するかに、生と死がかかっている時です。永遠にわたって最大級の意義や結果を持つことになる事柄が、この決断と密接に関係しているのです。


  こうしたすべてのことに対して、人々の栄光の最大の敵は、人々を盲目にしようとしますし、人々を盲目のままにしておこうとします。人を盲目にする悪魔の嘘の一つは、進化の嘘です。私たちはみな、ある種の発達や進歩を信じます。しかし、人の始まりはアメーバであり、数千年――おそらく数百万年――という時の流れの中、多くの段階――たとえば、猿、原始人、文明人、天使的存在等々――を経ることにより、ついには神となり、神性に到達するということ――これは嘘偽りであり、人々がキリストを受け入れないよう、悪魔的発案者が目論んだものです。こうした進歩（？）はすべて、全く外からの干渉なしになされた、と言われています。この問題について記した人が、こう述べています。「我々は、ある素晴らしい機械のことを耳にしている。その機械の片側には爪があり、その爪で大量の革をつかんで中に取り込む。すると、外からの干渉なしに、次々と段階を経ることにより、反対側から靴が出てくるというのだ。外からの干渉は全くないというのに！」「これが進化である。爪がアメーバをつかんで中に取り込む。すると、進化のおかげで、様々な段階を経ることにより、ついには天使たちや神々になるというわけだ」「しかし残念なことに、そのアメーバはある時点で網の目にかかってしまう。そして、結局は獣ができてしまうが、その獣たちは互いに引き裂きあって粉々になるというのである！」。数千年を経て、人々は本当に天使たちや神々に近づいているでしょうか？結局のところ、この種族の道徳生活は格段に向上しているでしょうか？まさに盲人だけが「そうです」と言うでしょう。


  ああ、まさにこの「外からの干渉」というささやかな句の中にすべてがあるのです。外からの干渉がなければ、神の似姿への真の同形化は決して起きないでしょう。これは機械のようなわけにはいきません。この外からの干渉が、キリストの御言葉の中に述べられています。「わたしが来たのは彼らが命を持つためです」（ヨハネ十・十）。人が自分自身で神に到達する望みはありません。しかし、神は御子のパースンの中で干渉しておられます。そして、彼と共に命を提供しておられます。この命は、似姿と交わりという点で私たちを彼との合一の中にもたらす力を、その中に持っているのです。


  



  御子の中に与えられた、神の特権である光


  



  神の第二の特権は光です。「光よあれ、光よ生じよ！」と言われたのは神です。光は神と共にあります。もちろん聖書の中には、それを示唆する、自然の領域内のものが多々あります。神は光と闇を造られます。神は、もし望むなら、このことで通常の行程に割り込んで、光を闇に、闇を光に変えることができます。神は同じ領域内で光と闇を分けることができます。全エジプトが闇の中に、ひどい闇の中にあり、天災がその上に留まっている時、イスラエルの子らは住まいの中に光を持ちます。外からの神の干渉により、同じ土地の中に光と闇が同時に存在していたのです。神は、予定より長く光を保存して維持することができますし、まだ光であるべき時に、時期を早めて闇をもたらすこともできます。


  旧約聖書の中には、これに関することがたくさんあります。そして、これは新約聖書に受け継がれています。神の御子が十字架につけられた時、闇がその土地の表を九時まで覆いました。神の御子を追い出すことは、神の光を追い出すことです。これが大事な点です。光は神の特権なのです。


  神が自然の中で行われたことによって示されているのは、霊の光に関する偉大な真理です。霊の光は神の特権であり、神はいつでも光を闇にすることができます。神は事の成り行きを待つ必要はありません。神はいつでも光を締め出せます。神にはそうする力があるのです。


  このように、神のこの第二の特権、すなわち光の特権は、御子イエス・キリストの中にも与えられており、彼と結びつけられています。「わたしは世の光です」（ヨハネ九・五）。「初めにことばがあった。ことばは神と共にあった。ことばは神であった。（中略）彼の中に命があった。この命は人々の光であった」。「いまだかつて、神を見た者はいない。父の懐におられるひとり子、この方だけが彼を示されたのである」「この方が神を啓示されたのである」（ヨハネ一・十八）。キリストの栄光は、いつでも私たちの闇に射し込むことができます。彼の指（神の霊）の尊い接触により、「見えます！今までこのように見えたことはありませんでした！」と突然言えるようになった時、彼の栄光を私たちの心の中にもたらし、私たちの心の中から栄光を彼にもたらしたのは、まさにこのキリストの栄光ではなかったでしょうか。では、次に私たちの心は自然に何を望むようになるのでしょうか？彼を礼拝することです。


  盲目に生まれついた人のことを思い出しましょう。主は彼に視力を与え、最終的に「あなたは神の子を信じますか」と彼に質問されました。彼は答えて言いました、「主よ、その方はどなたでしょう？その方を信じることができますように」。イエスは彼に言われました、「あなたは彼を見ました。あなたと話をしているのが、その人です」。そこで彼は、「主よ、信じます」と言って、彼を礼拝しました。なぜ彼は礼拝したのでしょう？彼にとって神の御子は、視力を得ることと一つだったからです。この二つは共に進みました。視力を得ることは、この方と密接な関係にありました。この方は、視力を与える神の御子以外にありえませんでした。主がこの出来事をこの福音書の中に盛り込むことによって意図されたのは、これです。その目的は全く、イエスが神の御子である証拠を示すことなのです。ヨハネが彼の福音書をどう締めくくっているかはご存じでしょう――「もし書けることを書き尽くすなら、世界もその書かれた書物を収め切れないだろうと思います。しかし、これらのことが書かれたのは、『イエスがキリスト、神の御子であることを、あなたたちが信じるためであり、そして信じて、彼の御名の中で命を持つためです』」（ヨハネ二〇・三一）。この出来事は、これを目的とする書物の中に記されています。弟子たちが、「主よ、この人が盲目に生まれついたのは、誰が罪を犯したからでしょう。この人でしょうか、それとも、この人の両親でしょうか？」と言った時、主イエスはこう言ってこの迷信を退けました、「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもありません。神のわざがこの人において現れるためです」。御子は神のわざのための手段です。主イエスは、「父は働いておられます。そして、父が行うわざを、子も行います。これらよりも大いなるわざを、父は子に示されます」とすでに述べておられました。神のわざ――盲目に生まれついた人に御子を通して視力を与えること――は、礼拝という結果になります。あなたが御子を礼拝することを、神は嫌がられません。神は御子を妬んだりされません。なぜなら、神はご自身を御子に結びつけ、御子をご自身に等しい者とし、ご自身の権利と特権を御子の中にお与えになったからです。御子を礼拝することは、父を礼拝することです。なぜなら、御父と御子は一つだからです。


  さて、イエスが神の御子であることは、霊的視力を得る人々によって証明されます。視力を与えられること、これはキリストの栄光であり、私たちが述べているように、礼拝という結果になります。これをほんのわずかでも認識することは大いなることです。目を開いてもらうことは大いなることです。初めに礎いしずえとして目を開いてもらうことは大いなることです。進むにつれて何度も目を開いてもらい、だれも私たちに示せなかったものが見えるようになること、また、見て理解しようともがいてきたものが見えるようになることは、大いなることです。神は主権的に、外からの干渉により、私たちの霊の目に触れてくださいます。すると、私たちは見えるようになります。このように見えるようになる日は、大いなる日ではないでしょうか？


  神の御言葉から何かを得ることがどういうことか、私たちの中には知っている人もいます。その節の中に何かがあるのを感じるのですが、わかりません。そこには神聖な意味があるのですが、理解できません。私たちはその節の周辺を巡り歩き、自分を助けられる人はいないか見渡しました。私たちはその特定の節に関する専門家たちの所へ行きましたが、わかりませんでした。多くの良いことを言われるのですが、どういうわけか、そこにあると感じるものを得るには至りません。私たちはそれを主の所に戻して言います、「さあ、主よ、もし私たちがそれを理解することを望んでおられるのでしたら、適切な時、必要な時に私たちに示してください。たんなる知識のためではなく、その節が用を果たす時に示してください」。そして私たちは先に進んで、それを主に委ねました。私たちは静かに進み続け、おそらく別のことに取り組んでいるでしょう。すると、全容が浮かび上がって、突然私たちに臨みます。私たちはそれを見て、微笑みます。私たちの人生には、このようなことがたくさんあります。それらは私たちに臨み、私たちはそれらを受けます。あなたは私たちからそれを取り去ることはできません。


  さて、ここで私がしようとしているのは、光がこのように私たちに射し込むことがなんと素晴らしいことか、それはなんと私たちを高め、なんと私たちを栄光で満たすのかを描写することです。また、霊の光、天にも地にもなかった上からの光が射し込む時、それがなんと展望を変えてしまうのかを描写することです。主イエスはこの神の光の総計です。彼は光です。もし私たちの目が開かれて主イエスの重要性を見てさえいれば、それはなんと凄まじい違いを生じさせていたことでしょう。どれほど私たちは解放されていたことでしょう。光であるがゆえに、光を与える神聖な特権を内に授かっている神の御子を見ること、これが必要なことです。私たちの暗い光景のただ中にやって来て暗闇を追い払うのは、彼の御業です。これが彼の栄光です。あなたの目が開かれたおかげで、あなたは神の御子の栄光を知ることができ、彼を礼拝することができるのです。


  彼はここにおられます。彼は復活であり命です。彼は終わりの日に復活であるだけでなく、常に復活です――「終わりの日の復活の時に、彼が復活することは存じています」とマルタが言ったことは覚えておられるでしょう。主は次のような趣旨のことを言われました、「やめなさい、わたしは復活であり命です。わたしがここにいるからには、復活に関するかぎり、終わりの日はすでに来ているのです。わたしがここにいる以上、時間の問題ではありません。今、復活がありえるのです！」。ですから、彼がここにおられる以上、今、新創造の光と共に新創造がありえるのです。後で光を得るだろうというのではなく、今です。それは、この輝かしい外からの干渉によってです。


  世が存在する前に御父と共に持っていたイエス・キリストの栄光、御子の栄光とは次のことです。すなわち、彼は、光をもたらすという、神にのみ属するこの特権、権利、力、能力を持っておられるのです。他のだれも光を与えられません。この光に到達できません。それは彼の賜物であり、彼の行動です。これは彼の栄光なのです。


  



  御子の中に与えられた、神の特権である主権


  



  神の御子であるイエス・キリストの栄光に関して、最後に一言述べましょう。神の統治権が彼の中に与えられています。神の第三の特権は統治です。この最後の点に関して、あらゆる問題の決定権は神にあります。神は万物の上におられます。神が統治されます。人々の王国においても、また、天の軍勢の間でも、神が統治されます。神は統治されますが、神は今や、この統治権を御子の中に与えておられます。「父はだれをも裁かれません。父はすべての裁きを子に委ねられました」（ヨハネ五・二二）。ですから、この神の統治権はキリストの中に与えられているのです。


  さて、これは私たちにとって何を意味するのでしょう？「キリストの栄光の福音」。「私たちはキリスト・イエスを主と宣べ伝えます」。これは実質上一つの声明です――キリスト、主であるキリスト・イエスの栄光です。この詳細の大半を省いて、直ちにその結論に向かわなければならないと思います。キリストの栄光は、彼が主である時だけ認識されます。彼が主である時、キリストの栄光が認識されます。つまり、御子が定められた立場につくとき、神は満足されるのです。どの方面でも、神が満足される時は必ず、その当事者はそれに気づきます。神の心の中にあるものが、当事者の心の中にこだまして、それが私たちに影響を及ぼすのです。つまり、悔い改めた罪人を天が喜ぶとき、その罪人はこの天の喜びの反響を受けずにはいられません。悔い改めた罪人に臨むこの喜びは、たんに彼だけの喜びではなく天の喜びでもあり、天で進行中のことに由来します。御父が喜ばれる時、それは御父が喜んでいる人の内でも経験されます。「これはわたしの愛する子、わたしは彼を喜ぶ」（マタイ三・十七）。御子は自分自身の霊、自分自身の心の中で御父の喜びを知ります。「父は子を愛しておられます」。彼はこれを驕りやうぬぼれなく言うことができます。そして、ある人の人生、ある団体、この地上のどこかで、御父によって御子に定められた立場が御子に与えられる時は必ず、そこでは天が開かれ、御父の満足が表されるのがわかります。彼の主権に関する問題で、あなたが戦いや争いをくぐり抜ける時は常に、あなたは自分の心の中に新たな神の喜び、平安、安息を感じます。神の御旨に従うことに関して、主の仰せに従うことに関して、戦いが進んでおり、長らく争いがありましたが、ついにあなたはくぐり抜けます――「私の頑固な意志はついに服従しました」――こうしてあなたはくぐり抜けます。主の主権が確立されます。その結果は何でしょう？安息、平安、喜び、満足です。「こんなにも長いあいだ意固地になっていたとは、自分はなんと愚かなのだろう？」とあなたは言います。これは何でしょう？これは、難所をくぐり抜けたたんなる心理的安心感ではなく、神の霊が内側で証ししておられるのです。聖なる鳩があなたの霊を灯しておられるのです。御父の喜びをあなたの心が証ししているのです。神の主権がキリストにあって確立されました。神の絶対的主権を真に信じるなら、キリストに彼の立場を与えないわけにはいきません。そうしないことは矛盾です。神の主権が実際のものとなるには、キリストが私たちの心の中で主とならなければなりません。私たちはこれを見る必要があります。


  



  実際上の問題


  



  この最後の言葉であなたに率直に言いたいのは、「キリストの主権の意義に関して目を開いてください」とどうか祈ってください、ということです。ご存じのように、愛する人よ、私たちの困難はすべて、この問題の周辺を巡っています。他の君主たちが私たちを支配しています。それらの他の君主たちとは何でしょう？多くの君主たちです。私たち自身の魂が支配しているのかもしれません。私たち自身の感情、私たち自身の好みや嗜好や判断、私たち自身の嫌悪や反感、私たち自身の伝統、私たち自身の教師たち、こうしたものが私たちを支配しているのかもしれません。ああ、君主たちがこんなにもたくさんいて、それらがまさに支配しているかもしれないのです。私たちをもっと広くて自由な場所、天が開かれている場所に連れて行くことを、主は願っておられます。何かが依然として圧制を敷いています。私たちが中心であり、天然の自己の命が王座についており、恐ろしい方法ですべてを自分に引き寄せます。何かが起きるやいなや、私たちはその舞台の中央に踏み込んで、自己の命が王座の上で支配します。これはどのような類の生活でしょう？これは控え目に言っても、影の生活です。これは制限の生活、変わりやすい浮き沈みの生活、弱さと不確かさの生活です。もし私たちが光の中に、完全な光の中に入ることを望むなら、この完全な光の中に、神の子供たちの輝かしい自由の中に入ることを望むなら、これらの君主たちはすべて退陣させられなければなりません。そして、キリストが主とならなければなりません。


  さて、私がこう話している間、あなたは私に全く同意されるでしょう。あなたは言います、「もちろん、キリストが主となられることを私たちは望んでいます。キリストが主となられること以上に望ましいことはありません。彼が主とならなければならないことはわかっています。神が彼を主ともキリストともされたことは知っています！私たちは賛同します」。愛する人よ、それは全く結構なのですが、それはどういうことなのでしょう？賛同、同意しているのに、私たちは依然として自分自身の判断を主張するのでしょうか？依然として他の人々や事柄に自分自身の力であたるのでしょうか？依然として舞台の上に立つのでしょうか？依然としてこうした昔の支配が自分たちに影響を及ぼすのを許すのでしょうか？キリストが主として確立されるのは、賛同や同意によってではありません。とはいえ、それらは必要ではあります――それがなされうるのはただ、私たちが打ち砕かれることによるのです。私たちは主に言わなければなりません、「主よ、あなたは妨げになるものをすべて打ち砕かれます。あなたの絶対的主権の妨げになるものは何でも処理してください」。


  
    私が自覚している最愛の偶像

    その偶像が何であれ

    それをあなたの御座から引き裂くのを助けてください。

    そしてただあなただけを礼拝させてください。

  


  とても大事なもの、私たちの一部でさえあるものが、道をふさいでいます。それは私たち自身の命、私たち自身の自己です。私たちの内に何かがなされなければなりません。ああ、それは神のエコノミー（経綸）におけるキリストの立場と意義に、主であるキリストに、どれほど多くのことがかかっているのか、私たちが見るようになるためです。それに何がかかっているのでしょう？キリストの栄光です。


  何らかの新しい形で、何らかの新しい問題に関して、何らかの新しい領域で、彼の主権が確立される新しい地点に、あなたはこれまで主と共に辿り着いたことがあるでしょうか？あなたはくぐり抜けた後、それについて不幸に感じたり、「自分はすべてを失ってしまった」と感じたことがあるでしょうか？その反対であることを、あなたはご存じです。その経験は、どん底の恐ろしいものだったかもしれません。しかし、それをくぐり抜けるとき、あなたは神をあがめます。主がご自身の主権の妨げになるものを対処しておられるとき、それは暗闇の時であり、苦難に満ちています。しかしあなたは、そのすべてを神に感謝する地点に達することになります。どのようにしてそうなりえるのでしょう？主が天に窓を設けられるとき、そうではないでしょうか？私たちがその過程の中にある時、私たちはそう感じます。しかし私は確信しており、ある程度経験からも言えることですが、私たちがその反対側に着いて、主が私たちの生活の中で新しい地位につかれるとき、私たちはどん底の経験のゆえに彼に感謝し、「あなたは正しく、忠実で、真実です」と言うようになります。「忠実であり、真実です！」と、あなたは信仰を活用して言うこともできますが、自分の経験からそう言うのは大きなことです。


  イエス・キリストの御顔にある神の栄光、キリストの栄光、神の御子キリストの栄光の福音。これはみな、命（Life）、光（Light）、主権（Lordship）に関して、私たちに与えられるものです――神の御子の栄光の三つのＬです。主が私たちをその中に導いてくださいますように。


  



  第７章 人の子であるキリストの栄光を見ること


  
    神は、昔は多くの部分に分けて、多くの方法で、預言者たちによって、父祖たちに語られましたが、この終わりの日には、御子にあって私たちに語られました。神は御子を万物の相続者と定め、また御子を通して世界を造られました。（ヘブル一・一～二、改定訳）

    

    神は、私たちが語っている来るべき世界を、御使いたちに服従させることはなさいませんでした。しかし、ある人がある箇所で、証しして言っています、「人とは何者なので、あなたはみこころにとめられるのでしょう？人の子は何者なので、あなたは顧みられるのでしょう？あなたは彼を、御使いたちよりも少し低いものとされました。あなたは彼に栄光と誉れの冠を与え、彼をあなたの御手のわざの上に置かれました。あなたは万物を、彼の足の下に服従させられました」。神は万物を彼に服従させたからには、彼に服従しないものは何一つ残っていないはずです。ところが、私たちはまだ、万物が彼に服従しているのを見ていません。ただ、御使いたちより少し低いものとされたイエスが、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠を与えられたのを見ます。それは、彼が神の恵みによって、すべての人のために死を味わうためです。万物がその方のために存在し、万物がその方を通して存在する方が、多くの子たちを栄光へ導き入れるのに、彼らの救いの創始者を、苦難を通して完成されるのは、彼にふさわしいことでした。聖別する方と、聖別される者たちは、すべてひとりの方から出ているからです。それゆえ、彼は彼らを兄弟と呼ぶことを恥としないで、「わたしはあなたの御名をわたしの兄弟たちに告げ知らせ、会衆のただ中で賛美の歌をあなたに歌います」と言われます。さらにまた言われます、「わたしは彼に信頼します」。さらにまた言われます、「見よ、わたしと、神がわたしに与えてくださった子供たちを」。こういうわけで、子供たちが肉と血にあずかっているので、同様に彼ご自身も同じものにあずかったのです。それは、彼が死を通して、死の力を持つ者、すなわち悪魔を無に帰すためであり、また死の恐怖を通して一生涯束縛されていた者たちを、すべて解放するためです。確かに神は、御使いたちを助けるのではなく、アブラハムの子孫を助けてくださいます。こういうわけで、彼はすべての事で、彼の兄弟たちのようにされなければなりませんでした。それは、彼が神にかかわる事柄で、あわれみ深い、忠信な大祭司となって、民の罪のために、なだめをなすためです。というのは、彼ご自身が試みられて苦しまれたので、試みられている者たちを、助けることができるからです。（ヘブル二・五～十八）

    

    こういうわけで、聖なる兄弟たち、天の召しにあずかっている者たちよ、私たちが告白する使徒であり大祭司であるイエスのことを考えなさい。（ヘブル三・一）

    

    この世の神は、彼らの中で、信じない者たちの思いを盲目にしてしまい、神のかたちであるキリストの栄光の福音の光を、彼らの上に照らさせないようにしています。というのは、私たちは自分自身を宣べ伝えるのではなく、キリスト・イエスを主と宣べ伝え、また私たち自身が、イエスのためのあなたたちの僕であることを、宣べ伝えるからです。（二コリント四・四～五）

  


  前の黙想では、神の御子であるキリストの栄光と意義を見ました。彼の中に神の特権が与えられました。一つ目は命の力、二つ目は光の力、三つ目は主権の力です。


  この黙想では、キリストの栄光の別の面、すなわち、人の子であるキリストの栄光と、その特別な意義に関して、時間を費やすことにします。ここでもまた、霊的視力が必要です。もし神の観点から、神ご自身の知識と理解力をもって、人の子である主イエス・キリストを真に見ることができれば、世界の問題はすべて解決されるでしょう。「私たちが見るとき、問題はすべて解決される」という感覚が本当にあるからです。神の解決法は御子です。この午後の時、見ることができるよう、私たちの心の中で主を待ち望みましょう。これを私たちの姿勢としましょう。それは、心の目を照らされて内なる方法でイエスを見るためであり、また、彼を知る知識を得て知恵と啓示の霊を授かるためです。


  もしここでこう言ってもかまわなければ、「まず主の民の目が開かれますように」ということが、私たちの心が負うべき重荷だと思います。ああ、もし彼らの目が開いてさえいれば、彼らの態度はなんと違っていたことでしょう！神のために、なんと大きな可能性が拓かれていたことでしょう！主にとって不名誉なものが、なんとたくさん消え去っていたことでしょう！もし彼らが見えてさえいれば！私たちは大いに祈りましょう。神の民の目が開かれますように。そして次に、一般の人々の目がついには開かれますように。私たちは祈りましょう。パウロの務めのように目を開く務めが存在するようになりますように――「……わたしは彼らのもとにあなたを遣わします。それは彼らの目を開くためであり、彼らが暗闇から光に立ち返るためです」（使徒二六・十七～十八）。この線に沿って絶えず祈りましょう。


  



  新しい人性の究極的型


  



  人の子であるキリストには、二、三の特別な面があると思います。第一に、これは人としてのキリストの称号であるということです。これは直ちに、「彼は人であり、人間である」という観念を私たちに伝えます。主イエスに関して見る必要がある点は、彼の人性の神聖な意義です。彼は人の子として、私たちのそばに来られただけではありません。肉と血を取って人となり、人としてここに、人々の間におられるだけではありません。ああ、それだけではないのです。彼はたしかに人であり、たしかに肉と血にあずかる者となられました。しかし、そこには違い、大きな無限の違いがあるのです。たしかに人性なのですが、私たちの人性そのものではありません。人の子であるキリストの意義は、彼は新しい人性の究極的型であるということなのです。


  神の宇宙には、かつて一つしか人性がありませんでしたが、今では二つあります。かつてはアダムの人性が唯一の人性でしたが、今では別の方の人性、異なる人性があります。この方の人性には肉と骨はありますが、アダムの人性の罪深い性質はありません。また、アダムの人性を神から引き離し、遠ざけたものは何もありませんし、アダムの人性を神の裁きの下にもたらしたものも何もありません。神は、彼の無限の聖さと完全性により、喜びと完全な満足をもって、この人性をご覧になることができます。「わたしの喜ぶ、わたしの愛する子」（マタイ三・十七）。この方は人ですが、普通の人とは違う人であり、全く異なっておられます。人の子であるキリストの意義は、神はご自身の御心と完全な御思いにしたがって新しい人性を開始されたということであり、また御子の中にこの新しい人性の究極的型があるということです。この型に神は種族を同形化されます――「御子のかたちに同形化しようと、あらかじめ定められたからです」（ローマ八・二九）。


  真のクリスチャンにまつわる偉大な現実は、その人は段階的に別の人に変えられつつあり、異なる者になりつつあるということです。これは、外的キリスト信仰のたんなる客観的事柄であるだけではありません。これはそれ以上のことであり、内的にキリストによって生きることなのです。


  このように、神は御子のパースンの中で、人性のこの領域の中に到来されました。御子は、全く新しい秩序、人類の新しい秩序を代表しておられます。そして、キリストとの生き生きとした合一により、新しい種族、新しい秩序が生じつつあります。新しい種類の人性が密かに成長しつつあり、かの日に向けて進んでいます。その日について、使徒は述べています。その日、神の子らが現されます。そして、呪いは取り去られ、被造物は滅びの束縛から解放されて、神の子らの栄光の自由の中に入れられます。


  さて、大切なのは受肉、肉体となって私たちの間に幕屋を張られたことば、人の子であるキリストの途方もない意義です。この方は人々の間に新しい種類の存在、人性の新しい型と形を打ち立てられました。この新しい型と新しい秩序以外に、被造物に望みはありません。もし人々がこれを見ていれば、これは今日のすべての問題を解決していたのではないでしょうか？人々は何について話しているのでしょう？今日、人々が最も口にする偉大な言葉は何でしょう？新秩序、新世界秩序ではないでしょうか？しかし、人々は盲目であり、暗闇の中で話しています。彼らは何かを求めて手探りしていますが、彼らには見えていません。唯一の新秩序は、人の子の秩序です。この世界に対する唯一の希望は、キリスト・イエスにあってこの新創造が生じることなのです。


  



  イスラエルの歴史に予表されている真理


  



  主イエスの人性について延々と述べることもできます。聖書ではそれに関して、もっととても多く述べられています。ですから、おそらくあなたは理解するでしょう。しかし、神はこれを歴史の基礎そのものの中に深く据えておられることに注意してください。過去の、神の大いなる実物教材として、イスラエルを挙げることができます――イスラエルの過去の歴史は、神の数々の原則の大いなる図解書として、依然として際立っています――昔のイスラエルの国家生命そのものが、主イエスの完全な人性を示すものの上に据えられていたことがわかります。


  レビ記を見ると、数々の祭りがあります。これらの象徴や型により、人性（細かい粉）がどのような立場にあるのかがわかります。神はその箇所で図示的に、神を満足させる民の生活はある性質に、ある人性に基づかなければならないと述べておられます。古い駄目になったアダムの人性ではなく、別の方の人性です。そのような民の生活の基礎自体の中に、この現実が据えられています。そこには完全な朽ちることのない人性があります。そして、これらの祭りの中から、パン種を示唆するものや、その疑いのあるものは、すべて除き去られなければなりません。パン種は古い性質の腐敗性や発酵性を意味します。神のためのイスラエル人の生活の基礎には、パン種の余地は全くありません。


  これに関することがレビ記にたくさん記されていることがわかります。しかし、私たちはその根拠全般を探ることはしません。私が指摘したい事実はただ次のことです。すなわち、人の子である主イエスの人性は、神の宇宙の中に、神を満足させる何らかの新しい性質、何らかの新しい型、何らかの新しい秩序を打ち立てるのです。


  ここに、信仰によるキリストとの合一の、途方もない素晴らしい意義があります。信仰によるキリストとの合一は、私たちを神に受け入れられている方の中に移すのです。その実際的効力は、あなたや私が――ますます――古いアダムの立場、天然の立場、私たちの立場を離れて、キリストの中に住むことでなければなりません。これがまさに意味するのは、信仰によって彼ご自身にすがり、自分自身を去らせるなら、神は喜ばれるということです。もし私たちが自分自身の立場、天然の自分の有り様にすがり、それを考慮して、それから何か良いものを造り出そうとするなら、あるいは、その性質がなんと悲惨か嘆き悲しむことに自分の時間を費やしたりするなら、私たちは神の栄光をすべて失います。神の栄光は別の人性の中にあります。キリストにとどまり、キリストで満たされ、信仰を用いてキリストにしっかりとすがり、キリストの中に住みなさい。そうすれば、栄光はそこにあります。それは人の子であるキリストの栄光です。クリスチャンの経験の中で、最も幸いな輝かしい時はいつでしょう？キリストがどのような方か熟考し、夢中になっている時ではないでしょうか？


  



  贖う者―近親者


  



  次に、人の子であるキリストの栄光は、贖う者―近親者である彼の中に見られます。第一は新しい人性の究極的型であり、次に第二は贖う者―近親者です。あなたは直ちに、あの古典的小著であるルツ記を思い浮かべるでしょう。ルツの物語をあなたに詳しく話す必要はありません。しかしそこから、主の贖いの働きに関する数々の偉大な真理と原則を私たちは引き出します。


  その物語は要約するとこうです。嗣業が失われました。嗣業を失った者たちが、厳粛に、もの悲しく、しかし熱心に、その嗣業について案じる日が来ます。さて、嗣業の管轄権と権利を失う事態に、彼らは直面します。彼らは失われた嗣業のことを心から案じます。律法によると、その失われた嗣業を買い戻すには、ただ一つの方法しかありません。それは近親者による方法です――その人は近親者でなければならず、彼らの身内でなければなりません――その人は贖う権利、贖う能力、贖う意志を持っていなければなりません。嗣業を失い、今やそれを回復することを心から願うようになった人々は、失われた嗣業を贖う権利、能力、財産、意志を持つ、贖う者―近親者を探します。ルツがどのようにボアズと接触を持つようになったのかはご存じでしょう。ルツは、彼が贖う者―近親者であると考え、もし彼にその気があるなら、その能力があることを認識しました。しかし、優先権を持つ別の人がいるため、彼には権利がないことを彼女は見いだします。権利を持つ者にお願いする必要がありますが、その人には権利はあるものの、能力も財産もないことがわかります。そこで、その人は自分の権利をボアズに譲ります。こうしてついに、その役目に全くふさわしい者はボアズであることになります。今や彼は権利を持っています。彼にはそれをなすための財産、能力、意志があります。


  しかし次に、この物語にはもう一つ別の点があります。律法によると、贖う者―近親者は、嗣業を贖ってあげる人を、めとらなければなりません。そして、そのために妨げは除かれなければなりません。他の近親者には妨げがあったため、そうすることができませんでした。しかし、ボアズにはそれをするのに何の妨げもありませんでした。


  この物語には、いくつかの要素があります。私は詳細をすべて取り上げるつもりはありません。大まかな全体像を取り上げるだけです。贖う者―近親者であるキリストの栄光のこのように精緻な描写を、神がどのようにそこに置かれたのか、あなたは見ることができます。嗣業は失われ、神が人のために用意されたものはすべて失われました。人は今や、アダムの罪を通して、嗣業を失っています。アダムにあって、人はもはや万物の相続者ではありません。嗣業はなくなりました。アダムにある人性の悲劇とはこれです。すなわち、かつては相続者であり、相続するようにされていたのに、今では破産状態にあり、望みもなく、すべてを失っているのです。これがこの人性の悲劇です。これが生まれながらの私たちの状態です。私たちの存在中にそれが記されています。何かが欠けており、何かが失われており、あるべき何かがないという事実を、私たちの性質自体が証しします。私たちはそれを手探りしています。それに対する切望と欲求が、本性そのものの中にあります。人の野心、人の探求や情熱はすべて、「何かを得なければならないのに、得られない」という本性からの人の叫びなのです。人は、この世が自分に与えうるものをすべて積み重ねますが、「だめです、私は得られませんでした、自分の求めるものは見つかりませんでした」と言いながら死んでいきます。人は嗣業を失った相続者なのです。


  



  贖う権利


  



  そして、このような世界の中に、このような種族の中に、神は御子にあって人として、贖う者―近親者として外から来てくださいます。まず第一に、彼には贖う権利があります。なぜでしょう？彼は全被造物の中で最初に生まれた方だからです。彼は第一位を占めておられます。次席の近親者はいません。「彼は万物よりも先におられます」（コロサイ一・十七）。彼は最初に生まれた方です。彼には権利があります。それは彼が占めておられる第一位の地位のためです。ああ、筆頭者、第一位の者、最初に生まれた者である主イエスについて、もう一度すべて再考してください。そうするなら、それが彼の権利を構成していることがわかるでしょう。なぜなら、聖書ではもともと、常に権利を持つのは最初に生まれた者だからです。これはイエス、人の子、神の定めと任命によって第一位である方のことです。彼には贖う権利があります。


  



  贖う力


  



  彼には贖う力もあります。すなわち、彼には贖うための能力があります。さて、贖うためには、本来、何が必要でしょう？嗣業は私たちのために贖われなければならないだけでなく、神にもたらされるよう贖われなければなりません。私たちは神の嗣業であり、神は私たちを所有する権利を持っておられます。私たちが自分の嗣業を失っただけでなく、神も私たちの中にある嗣業を失われました。私たちが見返りとして満足できるものでも、神は決して満足できません。神の嗣業は私たちの中にありましたが、人の罪とわがままにより、この嗣業は失われました。神がこの嗣業を取り戻すには、神にしたがって贖いがなされなければなりません。贖いは神を満足させるものでなければなりません。そして、神を満足させるには、何でもいいわけではありません。神ご自身の性質に全くふさわしくなければならないのです。ですから、私たちは直ちにこう言いましょう、「私たちが虚しい生活様式から贖われたのは、朽ちるものによってではなく、銀や金によってでもなく（中略）傷のない小羊の血のような、尊い血によるのです」（一ペテロ一・十八～十九）。神を満足させるものは何でしょう？朽ちることのない何かです。神の満足を取り戻せる唯一のものは、朽ちず、汚れず、しみや傷のないものでなければなりません。「しみや傷のない小羊」という言葉は、常にキリストと関係しています。これが贖う能力であり、贖う力です。贖いは失われた嗣業の回復を意味します。そして、彼はご自身の血によって贖われたのです。なぜなら、その血は、朽ちることのない命、罪のない命、全く義であり聖である神を完全に満足させる命である彼の命を表しているからです。これが贖いの代価です。ああ、朽ちることのない主イエスの人性を見ることは、贖う大能の力を見ることです。主イエスを退けるなら、贖いの力と贖いの権利をすべて退けることになり、贖いの望みはなくなります。銀や金のような朽ちるものでは、私たちを贖って神にもたらすことは決してできません。贖われて神にもたらされることが意味するのは、神ご自身の性質と一致する命が到来しなければならないということなのです。


  ああ、この点に関して人々は全く盲目です。前の黙想で、進化論に見られるひどい盲目について述べました。しかしここには、あの恐るべき福音というひどい盲目があります。それは全く福音ではないのですが、宣べ伝えられています。つまり、ヒューマニズム（人間至上主義）のことです。それによると、人は自分の力で神のようになることができます。人が自分の内側を十分深く掘り進んで行くなら、完全性の根幹や種子が奥底に見つかります。外からの干渉は全く必要ありません。神が干渉する必要はありませんし、キリストがこの世に来る必要もありません。人は自分で向上しますし、自分自身を良くすることもできます。人は根本的に素晴らしい生き物です。なんという盲目でしょう！あなたは言います、「今日の出来事や今日の世界情勢に照らして見ると、あきれてしまいます。それを信じて、宣べ伝えさえする人がいようとは、あきれたことです。暗黒時代よりもひどい恐るべき残虐行為について話していたかと思うと、次の瞬間には、人は自分で神のようになれると言い出すのですから、驚きです！」。盲目！真に重要なのは次のことです。今日、人々は道徳的にますます優れた者になっているでしょうか？人々は道徳的に向上しているでしょうか？今日の私たちの知識に照らしてみて、「向上している！」と誰が言えるでしょう。


  それでも、彼らはこのヒューマニズムの福音を依然として宣べ伝えています。「人は常に向上しており、理想郷が水平線上に見えます。なぜなら、人は自分自身で向上することができるからです！」と彼らは宣べ伝えています。これは盲目であり、ひどい盲目です。しかし、ああ！神の御子、人の子を見ることは、希望を見ることであり、贖いのある方向を見ることです。なぜなら、贖いは別の種類の人性の方向にあり、贖う力の中にあるからです。それは、そこに神を満足させる何かがあるからであり、神を満足させないものは何であれ、決して贖う力にはなりえないからです。主イエスはその力なのでしょうか？「そうです、彼にはその力があります、彼にはこれをなす能力があります」と、私たちは全員ここで声を合わせて叫びます。


  



  贖う自由


  



  しかし、別の疑問が生じます。彼には贖う自由があるのでしょうか？この贖う近親者という問題では、一つのことが当然視されています。それは、その人は一人の妻しか持てないということです。もしその人がすでに結婚しているなら、資格はありません。なぜなら、嗣業を贖ってあげる人と結婚できないからです。ルツの場合、これが他の近親者が抱えていた問題でした。彼は自由ではありませんでした。彼は結婚しており、家族を持っていました。しかし、ボアズは結婚しておらず、自由であり、ルツを妻に迎えることができました。妨げは何もありませんでした。


  さて、私たちは霊的に厳粛な領域の中に入ります。「キリストは教会を愛して、ご自身をささげられました。それは、あらゆる不法から教会を贖うためです」（エペソ五・二五、テトス二・十四）。「夫たちよ、キリストが教会を愛して、ご自身をささげられたように、自分の妻を愛しなさい」。贖われた人は主に結び合わされます。そして主イエスは――恭しくこう言ってもいいでしょうか？――一人の妻しか持ちません。小羊の婚宴は一度きりです。教会が彼の唯一の花嫁です。彼が贖った者たちだけが、彼ご自身とのそのような関係の中にもたらされます。妨げは何もありません。彼には贖う完全な自由があり、嗣業を贖ってあげる人と結婚するほどに、贖いの結果を引き受ける完全な自由を持っておられるのです。


  贖いは、主イエスとの神聖な関係の中に、私たちをもたらすのではないでしょうか？これが、彼に与えられている贖う者―近親者という称号の真意ではないでしょうか？それは私たちが彼に結び合わされるためです。家財として贖われるのではありませんし、物として贖われるのでもありません。あらゆる絆の中で最も聖なる絆によって、永遠に彼に結び合わされるために、贖われるのです。これが人の子の意義です。そうです、彼は自由であり、そうすることができるのです。


  



  贖う意志


  



  一つだけ問題が残っています。彼にはそうする意志があるのでしょうか？彼には権利、能力、自由があります。彼はそうされるのでしょうか？ああ、この最後の問題がかなえられ、答えられるまでの間、ルツとナオミはどれほどハラハラドキドキしながら待たなければならなかったことでしょう！彼はそうされるのでしょうか？ああ、しかし、この午後の時、ハラハラドキドキする必要はありません。彼はそうされるのでしょうか？彼にはそうする意志があるのでしょうか？さて、これに何と答えましょう？彼はそうされたのです。これがこの疑問に対する答えです。残る問題は、もし私たちがまだその享受の中に入っていないなら、それを受け入れて信じることです。彼にはそうする意志があります！


  どうか主が私たちの心を魅了して、人の子であるイエスをさらに見せてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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